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第7回国際吸着会議を終えて

千葉大学理学部金子克美

1998年5)1にフランスで開催された第611111RI際吸府会縦で、

"4111の東祁での会議に引き続き、11本吸蒲学会が第71iiIM

際吸蒲会談FOA7を引き受けることになったそれを受けて、

約3"jl後に≦菱亜工長崎研究所の泉博士とF定会場である

ルークブラザホテルおよび協力を敷いた長崎ﾉ<学工学部淳を

鍬ねてから、たちまち2001年5月にFOA7を迎えた

会期は5)120IIから2511、主会縦場はルークプラザホテル、

宿泊ホテルとしては他に、ホテルニュー腱崎、トレデイアホ

テル出脇、ホテルモントレーを利jllさせて撒いた総参加稀

数は339ｷﾉi、海外からの参川噛は27"I1ilから170満であった。

前1111の〃<邪の会縦でも|I1様であったが、海外からの参加.肘が

ほぼ．ド分であり、llｲﾐi＃l雌のl'il際会縦では珍しい、IIil際化度

の問い学会であった。また、提出倫文総数は243、そのうち82

論文はI言I蚊発炎であI)、残りがポスター発表である

1_1頭発炎のうち急病などで2件のみが変史になったが、全

体的にキャンセルの少ない充実した学会となった環境と吸

府に関する全般を硫じたMeuniel教授と分fシミュレーショ

ンからみた吸満を扱ったGubbins教授によるKeynote発表のほ

かに、NewTechnologyセッションでの企業からの6件の招待

誰浪が行われた’'水企業の特徴ある技術が報需されたNew

Technologyセッションは机咀1に評判がよかった。・般の1_1"

発炎は討論聴視をとI)、発炎15分討論10分であったために、

縦論も大変にiﾊ発であった。′F前は1会jル、′i後は鰍境技術

IMI述と股課題で2会場に分けて11弧発表をｲrった。研究擶

数の地いから、‐般課魍会場の方に参加荷が多く災まる傾向

があったl'i'i期的な環境吸蒲技術の発炎を期排したが、多く

の．般吸締科学および技術研究者を引き付けるには至らなか

ったようだ

ポスタ一発炎はプログラムの前､|堂に持ってきたこともあり、

ポスター会場は大変な熱気に包まれていた幸い照Iﾘlとボー

ドの配般も適切であl)、ビールなどを飲みながら、緋'1に談

論が進んだものと思われるポスター発表164件のなかから、

scientificadvisolyboardを中,し､にした投票によって、21件の

ポスタ一徹が遊ばれた。群炎委貝から立派なポスター論文が

多くて、選孝がとてもIｲ《|雌との感想を受けたII本から131'|:

も選ばれたので、開伽KIを紬城してくれたようである。私も

他の学会と比べて、内容と発炎のI伽Ihiから、砿めて優れたポ

スターが多いという印象を持ったこれらの倫文提出者から

是非、次代の優れた吸満科学と技術の研究荷が育って欲しい

と願っている

エクスカーシヨンおよびバンケットも参加番に満足して敷

けたようである。37名が参加した阿鮮への111伴荷プログラム

が天候に恵まれなかったことが心残りであるルークプラザ

ホテルでのセッション終r後の懇親会は、鰄晩100名程度の参

加があったこの懇親会には、ルークプラザホテル以外の参

hl崎が少なかった。シャトルバス以外にも、ホテルニユー腱

|崎などに1"I'Iされた〃々にはご小使をおかけしたようである

しかし、幸いにも多くの参〃Ⅱ折がFOA7を楽しんで救いたよう

であり、友@|'Ivを塒いつつの科･’,j4と技術の交流は多いに進んだ

ようである。アメリカのグランドキャニオン近郊で開催され

るFOA8では、・瞬間度の吸杵科犠と技術の進歩が発炎される

よう望みたい。

上記のように好評なFOA7を開催できたのは、日本吸清学会、

企雛会貝の皆様、長崎県および僅崎'ljからご支援を戴いたこ

とによる特に、三菱瞳工災株式会社民崎研究所の泉博上と

安武博上、長崎大学［学部齢間教授のグループは典箪に支援

してくださった。また大阪府立大学のjifIII教授および東舟<大

学の迫l1l教授のご協力がなければ、このFOA7の成功はなかっ

たであろう。ここにお箱仙は出してはおりませんが、他の多

くの万々にもご脇ﾉJとご援助を賊きました大変ありがとう

ございました。

金子克災T･葉大学理学部化学科･教授
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第15回日本吸着学会研究発表会プログラム

第1日目平成13年10月19日（金）

9:20-10:30口頭発表（理大会館ホール）

[座長山崎達也（石巻専修大理工)］

11-01鋳型法によるカーボンナノネットワーク櫛造の構築

（東北大多元物質科学研）○京谷隆

10-02シリカピラー化マンガン酸化物の合成及び吸着特性

（産業技術総合研四国センター）○王正明、劉宗懐、

山下直子（千葉大理）加納博文

（産業技術総合研四国センター）大井健太

10-03種々の配位子を用いたマイクロポーラス金属錯体の

合成およびガス吸着法による構造評価

（大阪ガス）○関建司

10:30-11:30口頭発表（理大会館ホール）

[座長泉順（三菱重工業)］

10-04カーポンウイスカー膜の作製と水処理への応用

（東大生産技術研）○褒尚大、李元尭、野村剛志、

迫田章義、鈴木基之

10-05部分炭化イオン交換樹脂の吸蒲特性

（山梨大工）○初鹿敏明、鈴木喬

10-06－方向凍結法を用いたシリカケルファイバーの作製と

その細孔特性

（京大院工）○向井紳、西原洋知、田門肇

11:30-11:40休憩

11:40-12:30特別講演（理大会館ホール）

[座長吉田弘之（大阪府大工)］

1S-07天然に学ぶ新素材の開発

（岡山県工業技術センター）○窪津彰

12:30-13:30昼食

13:30-14:50ボスター発表(15号館4階会戦室）

P･01 空気中酸化処理による活性炭素繊維のボア構造及び

表面官能基の変化

(産業技術総合研四国センター）○王正明

(千葉大理）加納博文

－3－

P-02

P-03

(産業技術総合研四国センター）汪振霞、山下直子

チタニアおよび酸化鉄で架橋されたグラファイト層間

架橘多孔体合成

(岡山理大理）○西崎涼香、中村恭子、森重国光

ゼオライト膜をもちいた超小型酸素富化空気精製装置

の検討

(明治大理工）茅原一之、○小田志練

P･04Salt-bearingLSXの窒素/酸素吸着特性

（東ソー）○吉田智、原田敦

（束ソー分析センター）神岡邦和（東ソー）中野雅雄

P-05 合成樹脂を原料とする高性能吸着ヒートポンプ用活

性炭の製造

(名大工）○藤田拓也、渡辺藤雄、架谷昌信

(三菱化学）垣内博行、千原彰一

P-06鉄微粒子坦持活性炭の製造と高速水処理システムへ

の応用

（東工大総合理工）○渡辺香織

（産業創造研究所）清田佳美

（東工大総合理工）中野義夫

P-07

P-08

P-09

P-10

P-11

OH型強塩基性陰イオン交換樹脂におけるH3PO4,

NaH2PO,,Na2HPO4,Na3PO,の粒子内拡散

(大阪府大工)OWilmerA.Galinada，吉田弘之

超多孔性PEI-キトサンビーズによるピログルタミン

酸の破過・溶離曲線

(大阪府大工）吉田弘之、○岡本織江、亜旧武史郎

ベプチドを利用したガリウムイオン吸若リガンドの調

製

(大隅ff大工）○岡典幸、勢井崇雄、寺嶋正明、吉田弘之

古紙を原料とした吸着剤の調製と重金属の吸若・除去

(佐賀大理[）○吉田美穂、GhimilelMarNath，井｣鱗利

(111卿ミクロン）牧野賢次郎

ペクチン酸ゲルによる砒素の吸着に及ぼす担持金属イ

オンの効果

(佐fY大理工）○塩屋晶和、朱玉lll、井上勝利

(lll卿ミクロン）牧野賢次郎

P-12稀薄資源からのリチウムの高選択的分離法の開発



P-13

P-14

(佐賀大理工）○福井健二、井上勝利

(北九州市大国際環境）吉塚和冶

Adsorptionofsomemetalionsoncrosslinkedpectic

acidgelandongelpreparedfromorangeandapple

juiceresidues

(佐賀大理工)OIrenaSedlackova，塩屋晶和、朱王山、

井上勝利（山曹ミクロン）牧野蟹次郎

使用済み鋳型石膏よI)調製したヒドロキシアパタイト

によるフッ化物イオンの吸蒜・除去

(佐賀大理工）○栗lll正之、井上勝利

(佐賀県窯業技術センター）古IH祥知子

(遊天窯）小森徳久

(パワークロス）牧野賢次郎、宮原直樹

P-15昆布粉末による重金属の吸箭・除去

（佐賀大理工）○林田丈博、井上勝利

（山曹ミクロン）牧野賢次郎

P-16 オガクズ由来のリグニンを原料とした吸藩剤の調製と

重金属の吸着・除去

(佐賀大理工）○室田敦史、井上勝利

(山曹ミクロン）牧野賢次郎

P･17竹炭の水蒸気吸着特性

（阪市工研）○岩崎訓、丸lll純、安部郁夫

（同志社大工）森雄一、岡部大輔、千田二郎、藤本元

P-18

P-19

P-20

P-21

P-22

三宅島火山灰のゼオライト化によるアンモニア窒素の

吸着

(東京高専）須藤義孝、○奈良麻里子、広瀬聡一郎

(新産業研究所）仁田隆（国連大学）鈴木基之

活性炭による農薬・フミン質共存系の吸蒜

一細孔径分布の違い－

(東京高専）○平田房雄、馬部晋、須藤義孝

(国連大学）鈴木基之

分子シミュレーションによるハイシリカゼオライトへ

の混合溶剤蒸気の共沸吸粁

(明治大理工）茅原一之、○鈴木博之、斎藤哲哉、竹内雍

MCM-41表面の酸特性

(岡山大理）○森俊謙、黒田泰醜、吉川雄三、長尾眞彦

(岡山理大理）橘高茂治

MCM-41およびSBA-15の細孔内における窒素の毛管

凝縮

(岡lll理大理）○伊藤正隆、森亜国光

P-23MCM-41メソ孔内におけるアルコール分子のダイナミ

－4－

P-24

クス

(岡山理大理）○高原周一、別宮光貞、橘尚茂治

Cr203表而水酸基へのメタノール吸茄による吸蒲サイ

トの解析

(IMilll理大理）○岩下孝文、秋山和久、橘尚茂治

14:50-16:00口頭発表（理大会館ホール）

[座長迫田章義（東大生産技術研)］

11.08ゼオライト系吸着剤を用いた各種ガス分離

（三菱亜工業）○泉順

10-09PSA理論を応用した新規な分離型天然ガス吸蒲貯蔵方

法の開発

（大阪ガス）○関建司

10-10Parametricstudyonremovalofcarbondioxideby

PSA

（熊本大工）○方英玉、児玉昭雄、後藤元信、広瀬勉

16:00-16:20口頭発表（理大会館ホール）

[座長田門肇（京大院工)］

10-11感温性尚分子ケルーシリカケル複合体を川いた湿度ス

イング冷房システムの開発

（東工大院総合理工）中野義夫、○桑野緋二

（徹士シリシア化学）浅野達也、伊藤睦弘

16:20-16:30休憩

16:30-17:00口頭発表（理大会館ホール）

[座長田門肇（京大院工)］

11-12みかん搾汁残漬を用いた吸着剤の調製と亜金属の吸

茄・除去

（佐倒大理工）○井上勝利

17:00-18:00口頭発表（理大会館ホール）

[座長神鳥和彦（大阪教大理科)］

10-13燐/カルシュウム比を変えたヒドロキシアバタイトへ

の亜金属イオンのイオン交換熱

(MicroscalLtd.)A.J・Groszek

（山梨大工）鈴木喬、岡田文夫、吉lllさとみ

（日本ベル）○近藤精一

10-14溶存オゾンの吸着を利用したトリクロロエチレンの

分解

（東大生産技術研）○藤田洋崇、藤井隆夫、迫、章義

（三菱亜工業）泉順



10-15活性炭によるトリハロメタンの動的吸着特性

（九州松下電器）○佐臓琢臓

18:00-19:00日本吸着学会総会（理大会館ホール）

19:00-21:00懇親会（岡山理科大学11号館8階ラウンジ）

第2日目平成13年10月20日（土）

9:00-10:10口頭発表（理大会館ホール）

[座長関建司（大阪ガス)］

21-01 銅イオン交換ゼオライトを利〃lした室温での窒素吸

着一吸着活性サイトはどこだ？一

(岡山大理）○黒田泰唾

20-02銅イオン交換メソポーラスアルミノシリケートの酸

化還元挙動とCO吸溌特性

（長崎大工）○寺岡端剛、間僑雅侭、馬渡芳夫、古川博志、

森口勇

20-03Agイオンで修飾されたLSXゼオライトの窒素吸着特N

（石巻専修大理工）○山崎達也

（東北大院工）田中倫生、齊瀧宏秋

10,10-11:10口頭発表（理大会館ホール）

[座長森重国光（岡山理大理)］

20-04ミクロポアフイリングの糊度依存性

一実験とGCMCによる検'M･-

（千葉大院自然科学）○大場友則、金子克美

20-05曲率界面の平衡蒸気腿に関するKelvin式のモンテカル

ロシミュレーションによる検討

（広島県大）○盛岡良雄

20-06ブラウン動力学法によるコロイド粒子の基板上吸満過

程と秩序術造形成の検討

（京大院工）○宮原稔、渡挫悔、東谷公

11;10-11:20休憩

11:20-12:10特別講演（理大会館ホール）

[座長金子克美（千葉大院自然科学)］

2S-07電子顕微鏡によるメソ多孔体の僻造決定（法）とガス

吸着測定の関係

（東北大院理）○寺崎治（東北大金材研）大砂哲

12:10-13:10昼食

13:10-14:00口頭発表（理大会館ホール）

－5－

[座長井上勝利（佐賀大理工)］

21-08吸着法によるコーヒーアロマの品質向上

（京大院工）○m門唯

20-09熱可塑性樹脂原料の活性炭におけるメソ細孔性の向」

（京大院工）○中川究也、向井紳、田門肇

14:00-15:00口頭発表（理大会館ホール）

[座長寺岡靖剛（長崎大工)］

20-10シングルワオールカーボンナノホーン(SWNH)の

高圧メタン吸淵性

（千葉大院自然科学)"II1克之、○金子克美

（産業創造研究所）小梅文夫、高橋邦充、糟屋大介

(NEC、名城大、科学技術振興事業団）湯田坂雅子、

飯島澄男

20-11超広範囲圧力域でのN2吸滴法

（千葉大院自然科学）○弧永雅男、大場友則、加納博文、

金子克美

20-12水一アセトニトリル混合溶媒系での合成カルシウム

ヒドロキシアパタイト粒子へのタンパク質吸着

（大阪教大理科）○神‘卿和彦、魚屋由美、安川あけみ、

石川達雌

特別調演・口頭発表講演会場

）

＊会場までの交通についてはホームページ

(http://www.chem.ous.acjp/-jsa2001)をご参照下さい。



口一一

第7回国際吸着会議 (FOA7）特集
－ －ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヨ

去る5ﾉ120-25II，日本吸清学会ならびに国際吸着学会主催により、第7ulXl際吸着会議(FOA7)が長崎市ルークプラザホテル

にて開催されました。本号ではFOA7に参加された方々にご協力頂き、洲演内容をご紹介するとともに、会議の様子についてご報告

します。

一ー苛

講演内容レポート
少L子L』L虫L』

FOA7雑感・|<eynoteLecture

日本吸着学会会長大阪府立大学吉田弘之

2001年5ハ2011-2511、長崎県のルークプラザホテルで開催されたFOA7は、参加者にお褒めの言葉をいただきながら極めて順洲

に進行し、成功製のうちに終えることが出来た。海外からの参加暫も、会議での発表・討論の内容はもちろん、エクスカーション、

バンケツト、レデイースプログラムなど全てにおいて行きﾙいたプログラムであったと大変満足して帰られた。これも'1本吸滴学

会会貝の皆様の絶大なご協力により達成できたもので心から感謝IIIし|､げます。

この会議の準術は、フランスで開催されたFOA6の前から既に始まっていた。鈴木雄之前会長のご提案による会談場のF兄から

始まり、会i雛までのロードマップ、会議の計画、財源の確保など榧々雑多な仕堺を多くの学会会員で分担した。特に、三菱露.l*

株式会社隆崎研究所の多くの皆様（特に泉博士、安武博士）がご協力くださったこと、長崎大学工学部寺岡教授グループの｣L､から

のご協力には今でも頭の下がる思いがしています。

会議は、5"20H18:00オープニングセレモニーから始まり、その後閥ちにPI･of.F.Meunier(LaboratoireduFrOldCNAM

F1･ance)によるキーノートレクチャーIに移った。ProfMeuniel･は前也|のFOA6においてConferenceChairmanとして活蹄きれた

方である。講淡タイトルは@.AdsorptionfbrEnvironment''･吸澁の環境問題への堆礎と応用に関して幅広い研究成果を披露された。

鎧近、吸蒲の環境問題解決への応用に対する関心が高まっている折、時徹を得た講義であった。5月23日には、Prof.K､E.Gubbins

(NorthCarolinaStateUniversity,USA)による,@MolecularSimulationofConfinedKano-Phases''と題するキーノートレクチャー

Ⅱの織義があった。モレキュラーシミュレーションによりナノ相における分子の吸着挙動が明快に論じられた極めて興味深い内容

であった。

般後に、FOA7の準備から会議開催の過程で、今まで以上に会貝糊砿の侭頼関係と結束が高まったことをご報告するとともに、

皆様のご協力に対し厚く御礼申し上げます。

一
一

|ゞ
巴 垂畢

－

ルークプラザホテル(FOA7会場） OpeningCeremony:金子教授
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OpeningCeremony:吉田教授OpeningCeremony:Prof.D.MRuthven

KeynoteLecturel:Prof.F.Meunier KeynoteLecturell:ProfK.E.Gubbins

5月21日MomingSession

秋田県立大学青島政之

セッション名:KineticsandModelingl(8:15-9:55)1M-01/04

1M-01MeasurementofHenryConstantsfOrZeoliteAdsorbentsbytheZLCMethod

F・Brandani,S.Brandani,DRuthven,CCoe

ZeroLengthColumn(ZLC)法は吸着剤粒子内における分子拡散の測定を行うための技術として発展してきたが、気体の流量を

小さくすることによりHenly定数の簡単で便利な測定法としても用いることができる。諦演ではsilicateとzeoliteへのCO2吸着実験

からHenry定数を測定して、ZLC法の妥当性を洲べている。その結果、この方法は疎水性あるいは適度に親水性である吸着剤で妥

当であることがわかった。しかし、より親水性の強い吸滴剤ではキヤリアーガスに含まれる微逓のH20を検出してしまうために問

題が残る。

1M-02SimpleFlow-ThroughApparatusibrMeasul･ementofMassTransferRatesinAdsorbentParticlesbyFreqllencyResponse

B.K・Sward,M.D.LeVan

新しい周波数応答法として、フロー法に圧力の制御を組み合わせた装置を紹介している。この装置では、圧力の振動周波数に対

する気体流瞳応答を測定することによって表面拡散や物質移動比を調べることができる。講淡では活性炭素繊維へのCO2吸着と、

MSCへのN2,02吸端の三つの場合について実験結果を示している。

1M-03AnalysisofAdsorptionbyanewHeatExcitationFrequencyResponseMethod

C.Nguyen,D.D.Do

－7－



動的吸着を調べるための新しい方法として、熱励起をﾊ}いた周波数応答法が紹介された。この方法では、吸粁気体と接した吸着

剤の粒子に電流を流すことで、系に熱による周期的な摂動を与える。出力応啓として吸粁剤粒子の温度と気体の圧力が周期的に変

動する。これを解析することによって吸蒲熱や表面拡散に関する情報を得ることができる。

1M-04SomtionKineticsofHydrogenoverHydrogen-storingAlloyDeterminedbyFrequencyResponseMethod

Y.Yasuda,T.Sawada,S・Konishi

Pd粉末への水素収芯に関して、圧力振動による周波数応答の測定を行い、拡散時定数、吸脱論速度定数等のパラメータを求めて

いる。

セツシヨン名:KineticsandModelingll(10:15-11:55)1M-05/08

1M-05ApplicationoflnterferenceMicroscopyandPFGNMRfbrComparativeStudiesoflntracrystallineDiffUsioninZeolites

S.Vasenkov,U.Schemmert,O・Geier,J.Kiirger

-f渉顕微鏡を用いたゼオライト緒晶中の非晶質濃度の直接測定結果と、PulsedFieldGradient(PFG)NMR法で僻られる吸着分

子の拡散挙動の測定結果を比較して、結晶の内部形態が分子の拡散に与える影稗をi淵べている。

1M-06AnalysisoftheKineticsofAdsomtion/Desorptionon/fromHeterogeneousSolidSurfacesBasedontheStatisticalRate

TheoryoflnterfacialTransport

W・Rudzinski,T・Panczyk

エネルギー的に不均一な固体表面上における吸脱滴の速度論を記述するための新しいアプローチとしてStatisticalRateTheory

(SRT)を紹介し、以前から用いられているAbsoluteRateTheoxy(ART)との比較を行っている。SRTでは、吸粁速度式と吸着等

温線の両方を同時に説明することができる。

1M-07AdsomtionandTransportofNitrogen-MethaneMixturesinSimpleGeometries

D.Nicholson

単層ナノチュープにおけるメタンと窒素の混合気体輸送に関する分子動力学シミュレーションによる研究である。流速を拡散に

よる寄与と粘性による謙'j･に分け、Fickの法則で表して札l互拡散係数と拡散係数の粘性項を求めている。また、selectivityについ

ても議論している。

1M-08MulticomponentSoIvationTheoryofAdsomtion

O.Talu,R.Staudt

表面活性サイトにおける分子クラスタ形成の考えに堆づく、V型吸蒜等温線を脱Iﾘlする理論であるAssociationTheoryof

Adsorption(ATA)を発展させ、2種類の分子が吸滴する場合の理論であるMulticomponentSolvationTheoryofAdsorption

(MSTA)を紹介している。この即論では、2械顛の分子が混合してクラスタを形成する場合を含む、複維な混合吸椅の挙動を説

明できる。

5月21日AfternoonSessiona

セッション名:EnvironmentaIApplicationl

EnvironmentalApplicationll

EnvironmentalApplicationlll

(13:15-14:55）

(15:15-16:30）

(16:50-18:05)

1Af-aO1/aO4

1Af-aO5/aO7

1Af-aO8/alO

明治大学茅原一之

1Af-aO1"使用済み潤瀞油の吸滴による回収”

C.L.Cavalcante他,Ceara連邦大学,BRASIL

潤滑油の再生を試みている。活性土Filtrol24TN!に使Ⅱl済み潤滑油の分解生成物を吸締させ、新品の試験成紙に匹敵する結果を得た。

1Af-aO2"光学異性体を分離するための擬似移動床と品析の組み合わせ”

A.Seidel-Morgenstern他,Magdeburg大学,GERMANY

－8－



モデル化合物(mandelicacid)を用い吸着平衡から擬似移勤床の純度と生産速腱をプロセスモデルで検討した。十一の光学異性

体と溶剤の3成分溶解平衡より、目的成分を効率的に晶析させるため晶析機構を検討した。分離プロセス全体の概念を実験で検証

した。

1Af-aO3.!TiO2で被覆した活性炭の吸着と光触媒酸化”

D-K.Lee他,Gyeongsang大学,KOREA

水源の富栄養化による水道原水供給系の藻類（アオコ)ll1米の有澁Microcystin-LRの除去について、TiO2を利用する試みである。

TiO2をコートした活性炭にMicrocystin-LRを吸着させ紫外線照射により、Microcystin-LRの消滅を確認した。

1Af-aO4"Unfbldingを許容する疎水吸着表面へのたんぱく蘭の吸蒜のモデル”

A.Jungbauer他,農業科･学大学,AUSTRIA

たんぱく質が吸着剤表面で折り込まれたり、開いたl)する状況を検討している。目的が不IﾘI。

1Af-aO5,.たんぱく質分離のための荷電ケルとクロマトグラフィー媒体内のたんぱく蘭吸諦と輸送”

G.Carta,Vilginia大学,USA

分離性能UPを試みている。

1Af-aO6.･シリカケルー水吸粁冷蔵の異なる要素のシステム性能へのデザイン効果”

B､B.Saha他,東京腱工大学,JAPAN

シミュレーションと岐適化のためにモデルを作成した。

1Af-aO7"2つの操作法での水溶液から砂糖工場泥への塩堆性染料の吸着”

Y.H.Magdy他,EI-Minia大学,EGYPI、

回分操作と連続流操作を検討した。

1Ai-aO8.QN-Methyl-D-Glucamineと2-Amino-2-Hydroxymethyl-l,3-Propanediolで機能化したキレートポリマー樹脂(Glycidyl

Methacrylate-Co-TI･imethylolpropaneTrimethacrylate)のボロンの取り込み”

T.Hirotsu他,四IKl1rl立工業研究所,JAPAN

タイトルの吸着剤の開発と吸禰性能評価を行った。

1Af-aO9"たんぱく質の対流志liﾘクロマトグラフィーにおける分f認識と輸送現象”

S.Yamamoto他,llll=1大学,JAPAN

たんぱく質クロマトグラフィーの分離性能を上げるために移動抵抗を減ずる試みで膜べースのイオン交換支持体とイオン交換モ

ノリス支持体を検討した。

1Af-alO･@クロマト分離のための2相吸着剤”

A・Li他,1櫛中国工科大学,CHINA

mannitolとsorbitolの異性体の物蘭移動係数を増加させ、クロマト分離性能を上昇.させることができた。

5月21日AfternoonSessionb

豊橋技術科学大学松本明彦

(13:15-14:55）

(15:15-16:30）

(16:50-18:05）

１
１
１
１１

ｍ
ｍ
ｍ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

●
■
Ｈ
ｅ
ｑ
■
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
■

、
ｎ
ｎ

ａ
ａ
ａ

ｈ
ｈ
ｈ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｅ
ｅ
ｅ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

ｄ
ｄ
ｄ

ｎ
ｎ
ｎ

ａ
ａ
ａ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｔ
ｔ
ｔ

ｎ
ｎ
ｎ

ｅ
ｅ
ｅ

○
Ｄ
Ｏ
Ｄ
‐
Ｄ

ｒ
ｒ
ｒ

Ｏ
０
０

ｓ
Ｓ
Ｓ

ｄ
ｄ
ｄ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｉ
ｌ
ｌ

ｅ
ｅ
ｅ

Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｏ
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ

●
●名、〆ヨ、ンソもセ 1Af-bO1/bO4

1Af-bO5/bO7

1AI-bO8/blO

学会第1日目午前の講減が1煕胤終了し、午後は広い会場「晶縦」を2つに分けてセッションa、bが「パラレル」で行われた。セ

ッションbはNovelAdsorbentsandMechanismと題して20分休憩を2回はさんでIからⅢまでの3つのパートに分かれ、13時15分

から18時まで計10件の発衣があった。このセッションの発衣はいずれも炭素あるいはシリカ系の吸芯媒についてのもので、新規な
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脈判．、新規な手法を用いた細孔性物髄の洲製と特性化についてのものであった。

13II＃を過ぎると参加肴がそれぞれのセッション会場に続々と参雌しはじめた。初[|の午後という時冊ﾙは、まさに学会の「ゴー

ルデンタイム」である。セッションlIM始の直前になると、200聯余り靴1'lliした椅子の殆どが参加汁で埋め尽くされていた。以ドに

いくつかの講演とセッションの感想を交えて紹介する。

Bandosz教授とLlewellynl#l:の!il会でセッションbの雌初のパートが始まった。第1番'三lのご瀧減は現地腱崎大学の寺岡先生であ

り、はじめに数葉のOHPシートをlllい腱崎の紹介をされた後に、研究発表に移られた。(RapidRoom-TemperatureSynthesisof

VariousMesoporousSilicatesP()lentialasAdsorbents.Y・Teraoka,Y､M・Setoguchi,K.Ideguchi,I.Moriguchi,S.Kagawa,N.

Tomonaga,A・Yasutake,J.Izumi)ご講滅はこれまで系統的に下がけてこられた室温ドでの各撒メソボーラス物質（シリカ系、金楓

酸化物系）の迅速調製に|則するものであった。もともと、メソ細ｲL性シリカを簡便、大雌にかつ亥1iliに調製しようと始められたご

{iﾙ先が発端であったと筆稀は,氾憶しているが、シリカに留まらずアルミノシリケート、チタノシリケート、フェロシリケートさら

にアルミノフオスフェートの洲製に腱IMした結果をそれぞれの捌製条件と側連付けて解説された。

次の識淡は数年前エジンバラノミに移ったSeaton教授であり、無機テンプレートをH1いたミクロ細孔性炭紫の調製について発表さ

れた。(DevelopmentofCarbonAdsorbentsUsinglnorganicTemplates.P.M.Barata-Rodrigues,J.-H.Yun,G.D.Moggridge,T､J.

Mays,N､A.Seaton)活性炭はｲi機蘭を炭化して得た炭化物を賦橘して得られる。彼らはブルブリルアルコールのような不飽和炭

紫結合を持つ有機物とゼオライト、哺状水酸化物、粘土鉱物などの艇機テンプレートを混ぜて飛介、炭化した後に無機テンプレー

トを除くことで、テンプレートの持つミクロ細孔性を反映した多ｲL性炭索の調製を試みていた。また、炭化水素混合物、メタンと

llLIフシ化炭素混合気体をモデル系として、吸着性を実験で調べると共に、コンピュータシミュレーションで検証していた。しかし、

こうした調製法では、テンプレートのミクロ細ｲL構造が炭素の細孔柵造を形成するというよりも寧ろテンプレート“粒子”の抜け

たところが細孔として残るのではないかと思った次第である。

このパート3"[lのご識油はﾙ〔郁ノミ学の田門先生であった。(PreparationofMesoporousCal･bonbySoI-GelPolycondensation

andFI･eezeDrying.T.Yamamoto,T.Nishimura,T.Suzuki,H.Tamon)レゾルシノールとフォ･ルムアルデヒドの懸濁重締合体(RF)

を凍結乾燥して得たRFクリオケルを炭素前駆体に用い、これを炭化して炭素クリオケルを僻る際に、触媒である炭酸ナトリウムIII:

(C)、溶媒の水(W)、レゾルシノール(R)のそれぞれの削合を冊ll御することで娘終的に得られる炭紫クリオケルの細孔性が制御

できることを示された。また細孔性の述いによる各樋吸蒜気体の選択吸蒲能を系統的に検討され、‘淵製条件との関連を示された。

このパートの鹸後は兼行{'1身で、メソ細孔性シリカMCM-41合成II#の櫛造規制剤である4級アンモニウム塩界面活性剤がサリチル

酸ナトリウムの添加によ'）紐状ミセルを形成することに茄IIした繊維状のMCM-41の調製について発炎した。(Preparationand

Chal･acterizationofSilicaFibel･withHighlyOrderedMesopol･ousStructure.A.Matsumoto,H・Chen,K・Tsutsumi)

統〈各パートはZhou教授とⅢlll珊科大の橘尚先生、ならびにIIIIIII先'kとFriday博士がそれぞれ噸腿を担当された。今回、実行委

llとして学会連衡のお手伝いをさせて噸いていたため、残念ながらこれらのパートのご識減は通して聴くことが出来なかった。そ

のI|』で聞くことが出来た識演はBandosz教授のものであった。Bandosz教授らは汚泥を乾燥、熱分解して吸着媒を調製し、それを

使って硫化水素吸着活性を調べていた。(SewageSludgederivedMatel･ialsasEfficientAdsorbentsfOrRemovalofHydrogenSulfide.

A.Bagreev,S.Bashkova,D.C.Locke,T.J.Bandosz)「すごいものを原料に使うな｡」というのが率lil:な印象であった。この言i戒分

は炭素ではあるが、当然伽々雑多な亜金属（鉄、銅、!lli")を含んでおり、これらの働きで硫化水糸の吸蒜活性がヤシ殻炭の2階

に述するそうである。堀えつづける汚泥の処理は日本でも問題になっており、その有効利"!という観点からIm白い研究であると思

った◎ものがものだけに、膿礎liﾙ先というより寧ろ最終的に炎NlをII指す研究であろう。ただし、汚泥を熱分解するのに必要な災

ﾉくな熱賊が必要であろうし、砿金幌を含んでいるので利側I後の処理も考えなければならないだろうから実用化にはまだまだ解決す

べき間越があるのではないかと思った次第である。

Ii慨淡II'に会場を出入りすることが幾腱かあり、その度に会場余体を兇渡していたが、火勢の参Ill稀が熱心に講演に耳を傾けてい

る会場は常に圧倒される券l川鉱であった。全体的に蘭疑応稗も柵発であI)、各パート終｣'後も繩’端を見つけて議論を続けている

勝Iiiを度々見かけた。雌後に、f'(疑応符ではマイク係を勤めてくれた学生蒲君が手際よくきびきびと肋いてくれたことが印象的で

あった。広い会場でありがちな"fTIMI者にマイクが届くのにII#llllがかかって間が抜ける，．こともなく非術に滑らかに進んだと思

う。

5月21日PosterPresentation

京都大学鈴木哲夫

セッション名:Sessionl(19:30-21:30)

今ImlのFOA7では、5月21IIと22IIの21｣間、夕食後にボスターセツシヨンが開かれた。ポスター会場はちょうど食堂出入り「I前
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に広がっていた。夕食を終え、鮮やかさに目を奪われるポスターを眺めたり、興味がある分野のポスターを物色しながら一服する

うちに、セッションが始まるという具合だった。ポスター番号が奇数のものが2111に、偶数のものが22日に発表された。ポスター

の笠録件数は200を越えていたが、発表総数は164件とのことなので、平均すると連II約80件の発表があったことになるここでは

21日発表分について紹介するが、筆者が興味を持ったいくつかのごくわずかな発表についてのみの報告になってしまったことをお

許し願いたい。

P-029Adsol･ptionofMethylMercaptanandHydl･ogenSLllfideonthelmpl･egnaledActivatedCarbonFibel･andActivatedCarbon

C.S.Shin,K.H.Kim,S.H.Yu,S､K.Ryu

金属塩を添満した柄性炭紫繊維(ACF)や活性炭を用いた、悪臭ガスのメチルメルカプタンと硫化水素の除去について検I洲.がな

された。ACFはセルロースll｣来のものを用いた。ACFにKIとKIO3を派府した場合、悪臭ガスの除去能力が極めて向かった。活''’1

炭は、ACFと比べ吸清最は劣るものの、安価である。そこで活性炭についても|司様の検討を行ったところ、やはりKIとKIO3を添瑞

した場合に除去能力が高かった。

I

P-061LatticeModelsofFluidsConfinedinDisorderedPol･ousMedia-DensilyFunctionalTheoryandMonteCarloSimulations

L.Sarkisov,P.A.Monson

吸満現象に対する近似理論、例えば密度汎関数理論(DFT)と、コンピューターシミュレーションは、吸着現象の微視的穣動を

理解する上で相補的な役割を果たしてきた。こうした取り組みは、炎面吸蒜や、単・細孔における吸着現象を理解するのに成功を

収めてきた。しかしながら、多孔体に対する吸蒲現象について、現爽的な3次元モデルを構築するのは極めて困難である。特に

DFTは、計算が極めてl利難となるため、シミュレーションによる研究の比砿が高くなり、DFrとシミュレーションとの相補1MI係が

崩れてしまう。この状況を改善するため、格子気体モデルに膿づいたDFTを展開した。格子気体モデルにおいては、分子の巡続的

な動きは格子点上に問定しされた分子に置き換えられるため、3次ﾉCモデルに対してDFr計算を実行することが可能となる。今回

はシリカキセロケルに対する吸清現象を取り上げ、検討を加えた。

P-063SimulationStudiesofNitrogeninZeolites:Compal･isonoflonicandPureSilicaForms

T.Grey,K､T.Travis,J.G.Gale,D.Nicholson

ゼオライ|、（ヒユーランダイト、シャバサイト）の窒素吸綿に関するシミュレーション。ヒューランダイトとシヤバサイトの2

種のゼオライトについて、ゼオライト中の異なるウインドウ内の窺紫吸満挙動や、'W格111のAlやゼオライト骨格外に存在するNa¥

Caのカチオンの位侭が変わることによる窒素吸着挙動の変化について検討がなされた。特に、骨格外に存在するカチオンの位慨や

細孔櫛造が窯素吸勝に大きな影騨を与えることが示きれた

P-075SimulationofMulticomponentDiffUsionmMlcroporousCarbonMembranes

A.M・Vieil･a-Linhares,N,A.Seaton

炭素膜のミクロ細孔中の吸着及び拡散現象を論じるため、グランドカノニカルモンテカルロ(GCMC)シミュレーションと分子

動力学(MD)シミュレーションを組み合わせて、グランドカノニカル分･f動ﾉJ学(GCMD)シミュレーションを実行したメタ

ン（20％）と水紫（80％）の混合気体の膜分離について検討を行った。細孔徒が8-30Aの場合について調べたところ、細孔径が蝋す

と水紫の透過性が増すため選択性が低下することが示きれた。
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5月22日MorningSession

AdsorptionNews編集局

セッション名:ModelingandTheory(8:15-9:55)2M-01/04

2M-01GasStorage:AbsoluteAdsorptionVel･susExcessAdsomtion

F.R.Siperstein,A.L・Myers,0.Talu

分子シミュレーションより11；た企吸洸1,tからギブスの過剰吸着量（｢全吸汁lit」一「吸締K'(ガスで細ｲLが澗たされた場合の吸着質

分子数｣）を求め、実験データと比較した。i断圧下（上限1000bar)における過剰吸粁III:とエンタルピーの厳滞な熱ﾉJ学的関係式を

導いた。

2M-02AdsorptionofQuanlumandClassicalFluidsinNanotubes

J.K.Johnson,V.V.Simonyan,S.R.Challa,M.W・Cole,D.S.Sholl

カーボンナノチューブへの水紫分j'･吸荊に関するシミュレーション。ナノチューブ細ｲL内でのｲ1I帷移現象や、ナノチューブによ

る同位体分離（水紫とトリチウム）などがシミュレーション並びに理論計算により‘鵜i為された。

2M-03SorptionandPhaseTransitioninNanopores

A.V.Neimark,P.I・Ravikovitch,A.Vishnyakov

MCM-41¥MCM-48のような材料のナノ紺l孔への吸芯と相転移現象に関してモンテカルロ(MC)シミュレーションや密度汎関数

理論により考察した。準安定棚や吸脱満ヒステリシスに関して議論した。安定H1、雛安定州、イ《安定州についてのHI図を描くこと

で、準安定相一安定棚|ﾊlのI'1発的机転移やヒステリシスが生じる条件を評価できることを'jくした。

2M-04MolecularSimulationofAdsorptioninPorousMaterialsviaDiffusiveMassTI･ansferMechanisms-Newlnsightsinto

Hysteresis

L.Sarkisov,P.A.Monson

従来のグランドカノニカル(GC)MCシミュレーションにおいては、吸蒜蘭の低密度ｲII及び尚密皮H1のiﾘ峻定性によl)ヒステリ

シスが生じる。・方災験的検‘汁においてはしばしば、ヒステリシスが生じるのは細孔がﾌ．ロックされることに起lllすると解釈され

る。従って、GCMCによるヒステリシスを災験で観測されるヒステリシスのモデルとして良いかと'うかは疑問の余地がある。そこ

で、吸脱蒜の動的過雁を検‘称できるよう、体俄制御GC分子動力学法を実行した。僻られた結果は、従来のGCMCによI)得られた結

果と類似しており、GCMCがヒステリシスの解析に有用であることが示唆された。

セッション名:Bioadsorption(10:15-11:55)2M-05/08

2M-050nthePossibilityofUltra-fasIAdsorptive/ChromatographicSeparationsbyMeansofShear-drivenMicro-ChannelFIows

G・Desmet,N・Vervoort,G.V･Baron

剪断応力を利jilした尚速吸府・クロマトグラフ分離に関する研究。

2M-06AdsomtionandReactionsofWater-DissolvedOzoneandOrganicsonSilica-basisAdsorbents

A・Sakoda,H.FLjita,Z.Li,T.Fujii,M.Suzuki,J.Izumi

廃水ならびに上水処理において、熔存オゾンによる酸化分解処理が注'三lされている。塒に、処哩能ﾉJを尚めるため、吸着剤を併

用した完全酸化処EI!が研究されている。そこで、シリカ系吸着剤を用いて溶存オゾンによるフェノール、バラクロロフェノール、

酢酸等の処瑚を検討した。吸蒲剤はオゾンやｲi機化合物を吸着し、吸着剤表miでオゾンが問濃I更になってｲi機化合物の酸化分解が

促進きれることがわかった。

2M-07ANine-ZoneSimulatedMovingBedfortheRecoveryofaSolutewithlntermediateAffinilyinaTernaryMixture

B.J.Hritzko,Z.Ma,R.Wooley,N.-H.L.Wang

擬似移動床の没！;|法に関する研究。硫駿や酢酸からのグルコース分離について検‘;1．がなされた。

2M-08AdsomtiveCompleteSeparationofL-pyroglutamicAcidandL-leucineUsingPolyaminaledHighlyPorousChitosanBead

H.Yoshida,T.Shigeta,H.jitsukawa

魚由来廃棄物を処理して僻られるｲj機酸やアミノ酸の内の主成分であるL-ビログルタミン酸、L-ロイシンについて、ポリアミノ
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化多孔蘭キトサンピーズを用いて吸着分離することを検討した。

5月22日NewTechnologySession

セッション名:NewTechnologySessionl(15:15-16:30)NTI-1/3

NewTechnologySessionll(16:50-18:05)NTII-1/3

AdsorptionNews編集局

NewTechnologySessionでは、企業の研究者・技術者により、吸蒜技術のレビューと開発動向や、各社独自の吸着技術について

の紹介がなされた。

NTI-1FutureOpportunities&ChallengesfOrAdsorption

B.K.Kaul(ExxonMobilResearchandEngineeringCompany,USA)

吸箭技術の現状と開発動向が、豊富なデータに基づいて報告された。

NTI-2Well-DefinedGrapheneNano-StructuresfOrAdsomtionStudies

S.Iijima(MeijoUniversity,NEC,JST-ICORP,Japan)

カーボンナノチューブに関する最新情報の紹介。C60などのフラーレンをナノチューブ内に取り込んだものや、ナノチューブの

一端が閉じた、ﾉｩのような形状の「カーボンナノホーン」などが紹介された。

NTI-3NitrogenGenerationbyPressureSwingAdsomtionBasedonCarbonMolecularSieves

A.Nakamura,Y・Watanabe,M.Kawai(NipponSansoCo.,Japan)

分子ふるい炭素を用いたPSAによる窒素精製に関する研究の紹介。

NTII-1DioxinRemovalSy:emUsingActivatedCarboninCirculation

T・Watanabe,T.Tanaka,M.Yamazaki(SumitomoHeavylndustries,LTD.,japan)

ゴミ焼却炉等からの排気ガス中に含まれるダイオキシンを、吸若塔内の活性炭により分解除去する技術に関する報告。

NTII-2DesignandAdsorptionPropertiesofMetalCoordinalionPolymer-BasedMicroporousMaterials

K.Seki,W・Mori,S.Takamizawa(OsakaGasCO.LTD.,Japan)

新規な3次元性配位尚分子[ICu(OOC-R-COO)･l/2TEDAIn](TEDA=triethylenediamine)に関する研究。特に、この新規

配位高分子のメタン吸蒜容斌は、従来の吸着剤よI)はるかに優れていることが撒告された。

NTII-3WaterTreatmentTechnologiestoRemoveOrganicPollutantswithAdsorptiveBehavior

Y.Muramatsu,K.Mori,I.Joko(KuritaWaterlndustriesLtd.,Japan)

水に溶存しているダイオキシンや環境ホルモン物質等の汚染物質を吸箭除去する技術に関する報告。

5月22日PosterPresentation

セッション名:SessionII(19:30-21:30)

熊本大学児玉昭雄

5月22[1（火）午後7時30分から9時30分までの2時間は前日のセッションIに続いて偶数番号のポスター発表（セッションⅡ）

が行われた。プログラムには90余りのボスター発表が掲載されていたが当日数えてみると空白のボードが20以上あった。残念では

あるが、オーラルセッションとの雰囲気の差を考えると仕方ないところであろうか。発表論文数（掲示を確認できたもの）の国別

の内訳は、｜淵催腫lの日本が24件、アメリカ12件、フランス6件、ドイツ5件、アルゼンチン3件、イギリス、ベルギー、スイス、

-13-



ブラジルから各2件、鯨IRI、チェコ、ウクライナ、ポーランド、オーストラリア、フィンランド、II!IEIから各li'|:であった。この

セッションに関しては隣IRIである中'五lや緯'五|からの発表が非常に少なかったようである。さて、ボスター発表は前日のセッション

Iと分けられてはいたが、巡日ポスターボードの前で熱･L､に説明をする発表者も多く見られた。ここで、このセッションでの発表

をいくつか紹介しようと思ったのだが、60を超える発表テーマの中からいくつかを抜粋して紹介することは容易ではないので、大

まかではあるが3つのグループにこのuのポスター発表を分類し、吸着学会における研究のトレンドを考えてみた。

表では56件（・部砿複）の発表を分頗しているが、7割弱のポスター発表は吸箭剤のキャラクタリゼーシヨンに|則するものであ

る。この中には吸怖プロセスへの応用を前提にした吸着平衡の測定等も含まれているが、それでも吸府卉ﾘの開発や吸蒲プロセスに

関する研究よI)もかなり多い。この内訳をみると炭素系吸着剤を対象とするものが-.番多く、活性炭膜や活性炭繊維も含めてまだ

まだ研究対象として魅ﾉjある糸材だと思われる。一方、ゼオライトやシリカケル系吸蒜剤に|則する研究発表は以前に比べると少な

くなった感を受けるが、それでもMCM-41に関する研究は5件ほど掲示されていた。その他の吸f剤でll新しい？ところではデシ

カント空洲111のポリマー系吸絲剤や細ｲL径を制御したリン酸アルミと言ったところであるが、個人的には大きな水蒸気吸清壁が期

待できるポリマー系吸蒲剤は今後の展開が楽しみである。次に吸着剤の合成や|冊発に熊鰍(を絞った発表は101'|:程庇であったが、こ

こでも災糸系吸摘llの人気は商く、炭素脱やカーボンナノチューブに|剣する研究が鞭告されていたollt後に吸禰プロセスに|淵する

研究であるが全体の2判ｲ!I渡となっており、少々寂しく感じた。それでもPSAに関する研究が51'|:ほどあり、このプロセスにはま

だまだ検討･の余地があることを示唆している。しかしながら、FOA6で多くみられたSMBに|則する研究がこのセッションでは1件

だけであったことはiiiなる偶然であろうか？

ポスター発表を分翻してみるとFOA7では理学系と言われる報告が圧倒的に多い一方で、材料･系やプロセス系の服告は少数派で

あった。FOA8では環境やエネルギーをキーワードに進められている吸蒜関連プロセスが多く発炎されることを期待したい。

テーマ分顛

吸箭表miおよび

吸蒜挙動の解析

(キャラクタリゼーション＃）

吸締剤の|刑発

吸蒜プロセス

表1ボスター発表（セッションll)でのトピックス分類

吸清剤

炭素系

ゼオライト系

シリカケル系

その他の吸清剤

その他

炭衆系

ゼオライト系

シリカ系

その他

ゼオライト系

シリカ系

その他

吸着対象あるいはトピックス

膜一重金属、NOx除去(2件)、繊維一耐III(超臨界状態)、

繊維一細孔径分布、界面活性剤、分子シミュレーション、

水/炭化水素混合物、細孔構造と表面状態、極低温甑域、

フェノール（超臨界状態)、細ｲL径分布モデル、吸粁酸素

の磁化率測定、吸清水の状態

メタン・エタン混合物、芳香族炭化水紫（2件）、

N2/02/CO混合物、水相中の有機物、メタン（尚圧I､､）

プラズマ処理、チタン侭換

液体窒素、炭化水素混合物、吸芯特性、吸箭物簡の*ll"

移温度

ポリマー系吸諦剤一水蒸気、イオン交換樹脂一酢酸・エ

タノール、細孔径制御リン酸アルミ、Li,Na,Ki"換酸化

ジルコニウム、細孔制御ガラス一毛細悩:現象

円筒状細孔一毛細管凝縮、多孔性材料のキャラクタリゼ

ーシヨン法（3件)、尚圧力ドにおける吸"齢洲線の熱力

学的解析、仮想吸蒜剤一拡散機柵解析

カーボンナノチューブ、ポリマーIII米カーボンエアロゲル、

親水化処理（ヒートポンプ111iZ)、炭紫脱、CVDによる炭

素膜の鼓産

ヨウ素129吸着用

ハニカムローター（ヒートポンプll1)

イオン交換樹脂

VOCs除去PSA(2件)、02

回転型臭化メチル吸清装侭

PSA，CO2PSA，O2/N2PSA

溶剤混合物（クロマト）、水蒸気ヒートポンプ(21'l:)

イオン交換樹脂一溶剤混合物（クロマト）、光‘，;:異性体分

離SMB

件数

14

8

4

5

6

5

1

1

1

6

3

2

iii）数件の発表は上記分類に該当なし
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ポスターセッションは大盛況 ホスピタリティルームも大盛況

5月23日MorningSession

長崎大学森口舅

セッション名:CharacterizationandMechanisml(9:05-9:55)3M-03/04

3M-03Undel･standingtheAdsorptionPropertieSofMesopol･()usSilicaPolymorphsRangingfl･omOl･del･edMCM-41toFully

AmorphousSilica

K.K.Unger.D.Kumar,K,Schumacher,C.duFresne,MGrUn

MCM-41、-48、SBA、アモルファスシリカなどのメソポーラスシリカ類について、N2吸着、H20吸埼、XRD、Si-NMR、IR、熱

分析、SEM、TEM観察によりキャラクタリゼーシヨンを行い、バルク構造の農距離規則性(MCM-41>MCM-48>SBA>アモル

ファスシリカ）や砿厚(SBA>MCM-41ZMCM48)などの術造、親水疎水性や表liiOH基密度などの細孔表面特性について比較

検討した。

3M-04AssessmentoftheSurfaceAreaofaMicroporousAdsorbentbylmmel･sionMicrocalorimetryintoLiquidArgon

J.Rouquerol,P・Llewellyn.F.Rouquerol,R.Denoyel

ミクロ孔内でのBETmonolayerの概念は、現実的には必ずしも適用できるとは限らない。真の表面徹測定として、授積熱法につ

いて検討した。今1I]1、液体アルゴン(87K)への浸積に伴う熱戦測定を行い、その表lii砿評価の有用性を厳告している。

セッション名:CharacterizationandMechanismli(10:15-11:55)3M-05/08

3M-05The50hAnniversaryoftheBal･rett-Joyner-HalendaMethodfOrMesoporeSizeAnalysis:Cl･iticalAppraisalandFuture

Perspectives

MJaroniec,MKruk,J.Choma

細孔分布の;|･猟に利川されているBJH法を改良して櫛的吸ﾙｷI筒厚(t-カーブ）をⅢいて解析することにより、より正確なlllｲL分

布評価ができることを提案した。メゾポーラスシリカヘのN翌、Ar吸蒋測定から、その妥}'1性を確認した。

3M-06Aromatics/AliphaticsSepal･ationbyAdsolptionusingTr-Complexaton

A.Takahashi,F.H.Yang,R.T・Yang

シリカケル上にAg、Cu、Pt、Pdの塩化物を担持し、7r-錯体形成を利用したベンゼン／シクロヘキサンの吸蒜分離を試みた。特に、

PdCl2/SiO2系でベンゼンに対･する商い吸府選択性が兄られた･

3M-07Chal･acterizationofCu(1)PILCsPreparedbySpontaneousDispersionofCuClonZrandAlPILCs

E.Engwall.Y.H.IA

ジルコニアやアルミナで層間架橋したモンモリロナイト上にCuClを担持し、エタンとエチレンの吸満特性を調べた。また、ミク

ロ孔容積や細ｲL分川jをAr吸着より洲べた。
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3M-081nfluenceofWateronAil･AdsorptionEquilibriaonPorousSolids

S.H.Rave,R.Staudt,J.U.Kellel･

ゼオライト系モレキユラーシーブについて、亜吐法によりN2，02、H20それぞれの吸茄測定、容llt-クロマト法によりN2/02jis

よびN2/02/H20混合ガスの吸聯測定を行った。
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企業によるexhibition 企業によるexhibition

5月24日MomingSession

三菱重工業株式会社泉111g

セッション名:SupercriticaiGasAdsorption(8:15-9:55)4M-01/04

Sircar等(4M-01)はギッブス炎IHi過剰(GibbsianSulfaceExcesses,GSE)の推算時のヘリウムボイド計測の亜要性を指摘した

ヘリウムポイド計測によってi!｝られた吸府剤密度でGSEを捕正することにより、GSEに雄づくl1雑な熱力学的記述が可能となる。

金子等(4M-02)はカーボン系ミクロ孔へのCH‘、H2、Xe、NO等の超臨界ガスの高圧条{'|:での吸禰状態の解析を密度汎関数法

(DFT)を利川した吸着体穣マッピング法(AVM)により試みこれら吸満ガスのクラスター形成が予想された。これに続いて

10MPaでのCH+吸満を行いその典‘附性を雌隠し、更にCHI吸清量増大のための担持NiOの存在状態をEXAFSで確認した

Mazzotti*(4M-03)は超臨界クロマトグラフにおける競争吸着の実験及び解併を行った超臨界流体としてCO2、吸着剤とし

てはシリカケル、吸清成分としてはアルコールで吸満試験を行い、その解析法としてRealAdsorptionSolutionTheoly(RAST)を

採用した。

Zhou等(4M-04)によって臨界糊度近傍のガス吸蒜挙動が検討されたスーパー活性炭を非撤性ミクロ孔多孔質体のモデルとし

て使用し、シリカケルを極性メソイL多孔闘体のモデルとして使用しメタン、窺紫の臨界点洲度近傍での吸満試験により、等温吸請

llll線を作成した。メタン、窒紫とも臨界柵度以.ドではI剛であるが、超臨界ではⅡ型に移り臨界il&度を離れるよI)高温では一層吸

埼を形成していると推定した

セッション名:AdsorptionProcessI(10:15-11:55)4M-05/08

Buelow等(4M-05)は等吐吸締条1'|:における吸蒲､|棚を検討した。ここではゼオライト(LTA,FAU)、カーボン系ミクロ（メソ）

多孔体への縦低附&での酸紫、發紫、CO2の吸務試験を↑『い、等堂吸着計測のｲｱ効性を示した。これらの知見に錐づいて酸素一窒素

酸素一アルゴン、クリプトンーゼノンの吸渚平衡系の熱力学解析への適Illを行った。

Knaebel等(4M-06)はPSA"'|:下でのCO、CO2、H2、N2、H20混合ガスからの吸満剤としてCuCl担持γ-アルミナを使用したCO

等の吸着除去による水素回収を行ったこの吸箭剤を使"IすることによりCO、CO』は独厳に吸牌され水素の回収率は979･に達する。

なお2塔式PSAと3塔式PSAを比較したが3塔式の利点は認められなかった

Cloirec等(4M-07)はVOC吸榊#の発熱による活性炭ﾘ|火の回避条件のモデル化を行った屹燥条件においては吸蒋流ﾘ又はVOC

の酸化によって引火する実機では水分吸清が大きく影響するため吸蒲剤への分了拡散による水分吸着を組み込んだ補正を行っ

た。

泉等(4M-08)は低温PSAによる尚シリカゼオライトを吸清剤としてlllいたオゾン濃縮の検jiを行った。シリカライト等をオゾ
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ン吸着剤として選定した後、ベンチスケール試験装世によりlkg-O3/h級のオゾン濃縮を行い、オゾン濃度5w%から25w%以上への

濃縮を竃力原ili位0.5kWh/kg-O3で災施可能な事を確‘遡した。

5月24日AfternoonSessiona

熊本大学後藤元信

セッション名:EnvironmentalApplicationIV(13:15-14:55)4Af-aO1/aO4

MotaらはIIfに搭職の天然ガス吸茄貯蔵システムに対して、排気ガスによる加熱のIU能性を検討･した。貯蔵タンクをジャケットで

覆い、その隙間に排気ガスを流すことにより強制対流を利川してエネルギーを炭業瞬に移動するものである。通常は軸力向に天然

ガスが流れ、熱伝導による半径〃向の熱移動は小さいため内部フインの効果も検討され、排気ガス温度と同じ温度での吸滴貯蔵槽

の性能を達成することができた。Zhangらは一酸化炭紫吸摘りを研究し、辿常の吸埼剤に銅イオンを導入することで吸祢容最と選

択性が増加することを示した。吸怖剤はシリカケル、アルミナ、各穂ゼオライトとCuCIとの混合物を加熱することによI)捌製きれ

た。ゼオライトはCOJ:I)CO2をはるかに多く吸論するが、CLICI/ゼオライトはCOをCO2よりはるかに多く吸着した。CO吸荊の増

加はCuClがiiil吋で分散していることによるものであり、XRD¥EXAFSによって確認された。検討･された吸着剤のII!でCuCl/HYゼ

オライトが雌も商い吸着容最と選択性を有していた。Chiharaらはハイシリカゼオライトの塩衆化炭化水素の吸清に対して分子シ

ミュレーションと実験とを比較している。Mellotらの鞭;'fしている力場と岻術を使って吸蒜等泓線と吸満熱をシミュレーションに

kl)求めている。PQ-USYへのクロロホルム、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレンの系に対して、0.1気圧以上では砿賊法

による結果と一．致した。低IIIでもアルミニウムの存ｲliを拶臘した酸点モデルを使って良好な一致を僻ることができた。Rouseらは

短周期吸蒲プロセスにおける線形椛進ﾉJ近似について検[;1.しておI)、線形惟進ﾉJ近似を短いサイクルのPSAに適用した場合に対し

て、数値計算と解析解との組み合わせを雄にした方法により文献に報需されている結果に対する説Iﾘjを!j･えている。

セッション名:AdsorptionProcessII(15:15-16:30)4Af･aO5/aO7

Lowらはゼオライトによる空気分離に対して、ゼオライトの構造・組成と性能との関係をlﾘlらかにするために、モンテカルロシ

ミュレーションによI)吸清等枇線を!;l･算し、実験と比較している。構造と旭荷分布の厳密な予測からゼオライト細孔中での静電場

を決定している。各穂のゼオライトに対して、吸芯等枇線をllf確に予測することができ、新規吸〃摘りの選定に利用できるとしてい

る｡HiroSeらはPSAの設計に対してHETP(理論段卜Ilill断さ）の概念を適川する方法を報詩している。HETPの概念を利IIIし、微分

方程式を必要としない簡単な図解法によりPSAを没i汁する方法を提案している。吸芯・脱着~I獄の吸蒲等温線間で階段作IxIするこ

とによって濃度分布と塔長が計卵できる。Mingらは拡股ZLC(zerolengthcolumn)chromatographyを使って2成分系況合ガスの

拡散係数を測定している。蘭敬分析iil･を検出器にしZLC法を2成分系に拡恢することによI)、2成分系の拡散係数を広範|除Iの機度

に対して測定するﾉ法を開発し、Stefan-Maxwell式にjkづくモデルを使ってXﾉ則ゼオライトにおける各種ガスの拡散係数を測定し

ている。

セッション名:AdsorptionProcessIII(16:50-18:05)4Af-aO8/alO

Jolimaitreらはシリカライトによる単一･分岐と2分岐の炭化水素の分離について実験とモデリングを行っている。シリカライトの

細孔はこれらの分子経に近いことから速度分離が可能となる。破過曲線からlii分岐と2分岐の炭化水業の分離がIIj.能であること

が示された。Maxwell-Stefan理満に雄づく拡散係数の濃度依存性を考慮したモデルと実験結果とを比較した結果、濃度依存性を考

慮する効果はないことがわかった。Zhangらはシリカライトにおける､-アルカンの2成分系拡散係数を単一結晶膜法により測定し、

2成分系の分子腱の変化により拡敬係数がどのように変化するかを検討している。対象物質としてCl-C2アルカン系とCl-C5アル

カン系を調べている。Kimらは逆水性ガスシフト反応を使ったCO生産のための2燃式圧力スイング反応プロセスの挙鋤を解析して

いる。触媒としてCLIO/ZnO/AIzO3,水の吸着剤としてゼオライトXを使い、反応柵度、原料流l,l:、水素濃度等のパラメータの影禅

を報告している。
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5月24日AfternoonSessionb

セッション名:CharacterizationandModelingl

CharacterizationandModelingll

CharacterizationandModelinglll

(13:15-14:55）

(15:15-16:30）

(16:50-18:05)

4Af-bO1/bO4

4Af-bO5/bO7

4Af-bO8/blO

京都大学宮原稔

登録のConfirmationを排って来ない人ばかりの初I1の受付、クレームに怯えながらの会場巡憐、勝手なことばかI)のたまうナイ

トツアー参加者の引率・・・京郁で本IKl際会I渡が|；M催された際に、現地スタッフとしてお手伝いした思い出がよみがえってくる。

今回のスタッフの皆様のご苦労をしのびつつ思い起こせば、H本でのFOAIMIIIMは92年から数えて9年ぶI)のこと。・・はや9

年？どうりで私も年をとるはずだ。あのころはもっとおなかはスリムで頭も…いやいや、そんな空しい話は横にi汁いて、本題に

入ろう。

会議も4日目ともなると、周辺の地理にも慨れてきた参加者の中には、「現地の文化を探求しに行く」人々が贈えてくる。

Asilomar(米）にしてもGiens(仏）にしても、陸の孤島ではそのような試みは徒労に終わり、燕澗会場に張り付いているしか手

はなかったであろうが、腱崎ではかなりの「逃亡肴」が出るのだろうなと、このセッションの発表と座長が当たったときには危慎

したものだ。しかし幸いなことにこれは杷礎に終わった，少々の「現地文化探索稀」はたしかにｲ〃I§しただろうが、セッション会

場はほどほどに席も埋まっている。遠すぎず近すぎもしない講演者と聴衆との間には、適度の緊張感とともに一甑の和やかさがあ

り、そのような良好な雰IIM父のII'，本セッションは順調に進められていった。

本セッションの主題は、比較的単純な吸粁蘭分子の吸着状態や相転移現象などと、吸蒜剤の櫛造/ポテンシャルエネルギとの関

連性、およびその応用にあろう。実験手法と共に、DFrや分子シミュレーションなどの理諭手法をlllいた研究報告がなされた。

FOA6の報粁文と同様に、以下に題I1群をﾘ挙し、興味を引かれたいくつかの発表についてその概要を紹介する。飛行の個人的興

味に偏ってしまう点はどうかご容赦耐ければ幸いである。

01)MechanismofMeltingandSolidificationofaLiquidConfinedinaCylindricalPore:ApplicaliontotheCharacterizationof

AdsorbentsbyThermoporometry

R・Denoyel,R.J.-M.Pellenqandl.Beurroies(France)

Eyraudらが古くから提案してきたThermoporometry-細孔内での凝固点変肋から細孔径を推定する乎法一について、梢密化した

モデルを与えようとする鞭;!fである。凝問と融解のヒステリシスについて特に深い検討がなされ、その原因が、細ｲL形状よりも熱

力学的な準安定性にあると推定している点が新しい。しかし細孔壁と吸着衝固体や吸蒲質液体とのlNlの界面張力がそのモデル中の

重要なIAj子であり、このようなIf〔接測定あるいは先験的推定の困難な物性を川いている点に、今後の改態が期待されよう。

02)TriplePointinSlitNanopore:DeterminationbyMolecularDynamicsanditsModeling

M.Miyahara,H.KandaandK.Higashitani(Japan)

細孔内凝問現象に関する災々の研究報告である。細孔壁からの引力ポテンシャルの効果と、ナノ細孔内でのメニスカスが与える

tensile効果の重畳によI)、細ｲL内凝固点は・兇複雑な変動を示すが、これを定l,t的にモデル化し、さらに、先に提案している凝繍

モデルと組み合わせて細孔内での三爪点の推定につなげたものである。

03)AdsorptionandStructureinCarbonNanotubes

T.J.Mays,Y.-F.Yin,E.AlainandB.McEnaney(UK)

カーボンナノチューブ(CNT)は燃料地池川水紫貯蔵などへの応用が期待されているが、その災lll化のためのIJ標仙はDoEによ

れば6.5wt%に設定されている．方、実測の群III:は0.7wt%程腱の現状にある。本研究では理想的なj捌介にどの程度の容蚊に達し得

るかをGCMCシミュレーションにより検討し、また実験と比較している。その結果、末端の閉じたCNTを適腱の間附で配殻させた

場合、その間隙に吸清する水紫が6wt%樫度にまで達し得ることを示している。CNTIIIIの空間に適度なポテンシャル空間が広がり、

水素がかなりの密度まで,断まI)得たものと考えられるが、吸蒲状態やメカニズムに側するつっこみがil.〈、やや消化不良の間が残

る。実川にあたってCNTをどうやってIIII隅をあけて配列させるかなど、解決を待つ点は非常に多いが、DoE目標仙達成の可能性を

提案した点で興味深い洲'fであろう。

04)CharacterizationofCaltonPoreSizeDistributionsUsingDensityFunctionalTheoryandModifiedHorvath-KawazoeMethods

R.J.DombrowskiandC.M.Lastoskie(USA)

元々のHKモデルはミクロ孔内の平均ポテンシャルと充填（凝縮様）圧力とのIMI係を与.え、ある細孔徒に対する充城圧を一義に

定めるが、DFT計算を援川した解析をもとに、炎lliへのモノレーヤ的充填過程と、全空間の光j!!の、2段階の転移を考噸したモデ
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ルの提案である。第一段階のモノレーヤ的充填圧から細孔壁一吸着質問柵亙作111を得ての解析も111能と述べていた。小さい細孔で

はそのような区別は不可能という聴衆からのコメントの通I)、1nm程度以ドの蹴域では適用性が問題になろうが、やや大きめのミ

クロ孔については妥当なモデルと思われ、その適用下|災をIﾘj確にすれば有川であろうと感じた。

05)AdsorptionofAromaticMoleculesinPrehydratedZeolites.AMolecularSimulationStudy

S.Buttefey,A.Boutin,B.TavitianandA.H.Fughs(France)

m-およびp-のキシレンのFaujasiteへの吸着には、カチオン種およびゼオライト晶形に依存して複雑な選択性があり、さらに少逓

の水の存在も選択性を変える閃子となる。これを、jmf;＃のMCで表現することは不可能だが、梛々の検討の結果、カチオン位置が

移動することによりこのような複雑性が発言している可能性が商いという撒告である。カチオンの準安定サイト間のバリアは非常

に高いので、これをシミュレートするには、一種のバイアスサンプリング(Panagiotopoulosがmulti-caconicalensembleと、また片

岡洋右がentropysamplingと呼ぶもの）を行うMC手法が必要であり、検討II'とのこと。

06)AdsomtionHysteresisDynamics

l・Park(USA)

疑義の多い発表である。凝縮のヒステリシスを全て「速度の効果だ」と言い切ってしまう発表内容に、当然ながら多くの反論の

コメント・質問が出たが、それらを全く認めようとしない発表者の偏狭に、聴衆のほとんどは、あきれた表情で互いに顔を見合わ

せるしかなかった。

07)ThermodynamicPropertiesofCofinedFluid2:TheAdsorptionofKryptononMCM-41MesoporousSilicaatTemperatures

from80tol30K

J.P.Olivier(USA)

08)DeterminationofPoreSizeDistributionsofMesoporousMaterialsfromAdsorptionlsotherms

C.G.SonwaneandS.K.Bhatia(Australia)

規則メソ多孔体での凝縮ヒステリシスについては、論争はまだ続いているものの、吸着過稚はスビノーダル凝縮で平衡にはなく、

脱着過程が平衡転移を示すという考え方が大勢を占めつつあろう。本報告でもこの考え方に基づいている。臨界径を与えるモデル

としては、Kelvin効果に、細孔壁引力ポテンシャルと有IIII率表面張力を加えている点で、著者らが提案しているものと類似であり、

結果も我々のものと同様に、Kelvinモデルがかなりの細孔徒過小評価をしてしまうことがDFI､との比較で示されていた。

09)AQuantumFractionalStatisticsApproachtoMultisite-OccupancyAdsorption

J.L.Riccardo,G.Zgrablich,J.A.Ramirez-PastorandF.Roma(Argentina)

10)Micro-HydrodynamicApproachtoMolecularFlowsinNarrowPores

Y.K.Tovbin,R.E.TugazakovandV.N・Komarov(Russia)

筆者の浅学の故に、誤解や不Iﾘl確な点があろうかと危恨するが、幾分なりとも参考になる点があれば幸いである。全般的な印象

としては、シミュレーション手法や馴論計算手法が、かなl)使いやすくまた身近になってきたことで、吸着現象の分子論的な見方

がもはや「あたl)まえ」の視点になりつつある感を深くした。非常に良くキャラクタライズされた材.料一MCMRaCNTなど－の充

実と合わせ、ナノ空間内での諸現象解Iﾘjの、今後のますますの発展が期待されよう。しかし－･方で、こうしたミクロな視点からの

現象解析を工業プロセスに反映させるには、そのミクロ将性を簡便かつ合理的に表現するモデルが亜要である。分12．シミュレーシ

ョンそのものや、それを行うのとM様の精綴な情報がプロセス予測に必要であっては、工学技術肴が使えるツールとはなり得ない

からである。工学分野に身を世〈研究者の端くれとして、このようなモデルの意義と役割を常に葱識しつつまた自戒しつつ、研究

を進めてゆきたいと思う。

セッションとは|測係がないが、雌後に会議の印象記としてホスピタリテイルームの状況を記しておきたい。今Iml、Operation

CommitteeMemberとしてお手ほいさせていただいたのだが、筆者への脂令は「毎日、HospitalityRoomに行き、妓後まで滞在し

てよるずの聯態に備えよ」というものであった。もっとつづめて言えば、「酒場を世話して磯り上げなさい」ということであるc

場所はホテルの雌上階のバー。縦蕃の性癖？をご理解いただいたあI)がたい役務と感じ入ると同時に，閑古鳥が鳴いていたらどう

盛り上げたものかと若干の危恨を持ちつつ、月曜日夜。

危恨はまったく無用であった。ポスターセッションが終わる9時半ごろには、あちらこちらでわいわいがやがや、多m籍の話の

輪があっというまに出来上がっていた。ll時までの予定であったが、終了時刻になっても全く人は減らず、ついには0時の閉店時

刻までにぎやかさが絶えることはなかった。Hを追うごとに、参加者は剛える・方。街のホテルへの岐終シヤトルバスが0時10分

発ということもあり、「終了は12II#」はもはや暗黙のr解となり、バーの支配人の方に「It'stimetoclosethebar!!」と、連夜のア
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ナウンスをしていただくこととなった。なおこの支配人様は人当たI)がよく英語も堪能で、たいへん助けていただいたことを有り

難く思う－筆者は紡局「飲んでしゃべってばかりいる」という、「無II1のHospitality係」となってしまったわけで、まったくもっ

て恐縮に感じ入る次第であります“､参加皆は店が閉まってからも、バーにあったビールやらブランデーやらを大域に持ち出しては

ロビーやあちらこちらで耐の輪を作り、朝方まで続けていたグループもあったとか。なおさらに驚くべきは、その面々が、次の朝

一番のセッションからﾉ心気に参加していたという事実。いやはや、そのパワーたるや恐るべしである。

会談の第・目的はむろん学術交流であるが、「飲んでのばか話」が持つ効能は計り知れない。今回は特に、チェアマンI@1らがそ

のお人柄で、先頭に立ってあちらこちらで「ばか話（失礼)」をくりひろげて下さり、たいへん盛況かつ愉快な交流の場に磯り上

げて頂いたと思う。過去のFOAでもGermanNightjiPJapanNightなどはあったが、このように盛大かつ和やかで、また連夜に豆る

ものは兇あたらない。準備や運営のご筈労は多大なものと拝察するが、ぜひとも良い伝統として今後とも続けていただければと、

切に願う次第である。私？はい、もちろんお手伝いさせていただきます－「無用のHospilality係」で申し訳ないですが"．
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Banquetでの出し物：蛇踊り 蛇踊りに挑戦！

5月25日MomingSession

日本ベル株式会社吉田将之

セッション名:AdsorptionProcessIV(8:15-9:55)5M-01/04

AdsorptionProcessV(10:15-11:55)5M-05/08

入社後、初めての学会参加となった今IIIIのFOA7(li1l#)は、これまで熊本大学博士課幟在'稚中に続けてきた研究（キセノン濃

縮PSA)を発表する雌後の場となった。ある意味、寂しい気もするがこれからの前途に期待を膨らませているのも事実である。私

事ではあるが、学会開催111に大学等の紺先生方、企業の衿様方とお話をさせていただいたが、ここに記し弊祉への入社のご挨拶を

させていただきたい。
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、

さて、妓終I1(5日目）午前中のセッション(AdsorptionprocesslV:座長Prof.Ma、Prof.Yoshida及びV:座焚Prof・DO、

ProfTalu)は、前日の蛇踊l)や鏡割り群で大盛況であったバンケット終了後、部の参加者が蛇に食われてしまい本会議が終了し

た？、お酒を飲み楽しく朝まで？（私もその--人…）、はたまた午前中にホテルを出発される方が多かった？のであろう…参加

者はセッション後半に80名程度となってはいたが、朝一・瀞の発表にはその半分の40名程度と少し寂しいスタートとなった。内容の

方は、PSA¥TSAを利用した新規対象成分分離やシーケンスの提案等にl則する発表はほとんど皆無であり、ある特定条件における

吸着剤（材）への吸着挙動の解明や、数学モデルによる解析や評価をどのように各種吸着分離操作において利用していくのかとい

う内容が多数を占めた。具体的には、水素吸蔵合金への水紫の等温線がいわゆるunfavorableな場合におけるPSAへの平衡理論、磁

場中でのマイクロポアー内の酸素の吸清、空気分離PSAのためのゼオライト系新規吸着剤開発における基礎研究、尚i品での二酸化

炭素吸着、CMSを用いたアルゴン梢製PSAの肢適化、MSC3Aを用いた高圧化での酸素､窒素の拡散、Zeolitel3Xとシリカケルを用

いた除湿用TSAなどの研究発表であった。

ここでは､それぞれのセッションの中で筆者が特に興味を持った2つについてご紹介したい。

(AdsorptionprocesslV)AdsorptionofCarbonDioxideatHighTemperature

メタン改質ガス中の二酸化炭素を尚温､常圧(300℃、lbar)で化学吸着させることを目的とし、雌終的にはPSAリアクターとして

実現していくということである。3種類（炭素系、ハイドロタルサイト系(HTIcs)、アルミナ系）の吸着剤を用いて検討を行った

ところ、後者二つはより高い吸蒲l,t(約0.6mmol/g)を示した。一方炭素系においてはS-CaO-MgO等を取り入れても上記_：つの吸

着量の半分程度しかなかったが、化学的組成変更によI)、識液者らはより商い吸清粒を示すようになると考えている。

(AdsomtionprocessV)OptimizationofaPSAArgonPurificationProcessUsingaNeuralNetworkModel

空気分離によりある程度濃縮して得られるアルゴンと酸紫の混合気体をCMSを用い両者の拡散速度の違いを利用してアルゴンを

糖製する2塔6ステップPSAの雌適巡転条件､妓大収率聯を検討するといった研究である。アルゴン及び酸素をCMSを川いたPSA

で分離するという話自体に新規性はないが、一般的な数学モデルを用いた場合、計算終了までにllf間がかかることを問題として、

ニューロンネットワークによI)、それを解決している点に新規性があるものと恩われる。

補足ではあるが、本セッション雌後に韓国のProf.Leeが3rd.PacificBasinの宣伝をされ、多くの参加者を募っておI)、私自身何

らかの結果を持って発表できればなあという思いにふけったところで本セッションは終了した。

ボスター賞について

今回のFOA7では、ポスター発表164件のなかから、scientificadvisoryboardを1I!心にした投票によって、21件のポスター賞が選

ばれました。ここでは受賞されたポスターのタイトルと発表者のお名前を紹介します。

P-007SorptionKineticsofHeavyOilsintoExfOliatedGraphite

Y.Nishi,N.Iwashita,Y.Sawada,M・Inagaki(Japan)

P-011ElectricalandThermalBehaviourofActivatedCarbonClothHeatingbyJouleEffect:AirTreatmentApplication

A.Subrenat,P・LeCloirec,J.N.Baleo,P.E.Blanc(France)

P-016NOXAdsorptiononlmpregnatedActivatedCarbon

Y.-W・Lee,J.-H・Choung,D.-K.Choi,J.-W.Park(Korea)

P-017RemovalofNonionicSulfactantsinActivatedCarbonBed-ParameterEstimationandBreakthroughPrediction-

F.S・Li,A.Yuasa,M.Ogawa,Y.Matsui(Japan)

P-023ActivatedCarbonfromMunicipalWaste

K.Nakagawa,H・Tamon,T・Suzuki,S.Nagano(Japan)

P-034DevelopmentofAdsorbentandSystemfOrRemovingLowConcentrationNitrogenOxides

T.Yamashita,T.Nishiyama,T.Inoue,M.Takahashi,Y.Horii(Japan)
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-StudyonlodineFixationoflodineAdsorbedZeolitebySilicaCVD-P-038Multi-layeredDistributedWaste-fbrmofl-129-StudyonlodineFixationoflodineAdsorbedZeolitebySilici

A.Yasutake,J・Izumi,N.Oka,N.Tomonaga,H.Tsutaya,A.Sakashita,K.Maeda,H.Kitao,A.Neyama(Japan)

P-040ASmallAngleNeutronScatteringStudyofNitrogenAdsorptionnear78KinPorousSilicaGlasses

E.Hoinkis,B・Roehl-Kuhn(Germany)

P-042SynthesisofSilica-pillaredMicroporousManganeseOxide

S.Tezuka,Z.Liu,Z.Wang,H.Kanoh,K.Ooi(Japan)

P-0531RSpectraofPhysisorbedMoleculesonanActiveCarbon

T・Yamazaki,H.Yoshida,H.Seta,S・Ozawa(Japan)

P-062ASimplePhenomenogicalModelfOrtheCapillaryCondensationofFluidsinCylindricalPoreGeometry口

R.J.-M.Pellenq(France)

P-072QuantumChemicalPredictionofAdsorptionRelatedPropertiesofSmallMoleculesinFaUjasiteTypeZeolites

F.Tielens,G.Baron,P・Geerlings(Belgium)

P-075SimulationofMulticomponentDiffusioninMicmporousCarbonMembranes

A.M.Vieira-Linhares,N.A.Seaton(UK)

P-076MolecularDynamicsSimulationofAlkaneinCarbonaceousAdsorbents

X.Wang,A.Fukuda,M.Jia,H.Hiyama,Y.Suzuki(Japan)

P-098AdsorptioninFunctionalizedMesoporousSilica:ExperimentalandMolecularModelingStudies

R.I.Nooney,D.D.Moore,J・Shah,E､J.Maginn(USA)

P-107AdsorptionandPhotocatalyticDecompositionofMethyleneBlueonMesoporousMetallosilicates

I.Moriguchi,M.Honda,Y・Teraoka(Japan)

P-112Micropore-FillingMechanism:AFewAspectsHighlightedwithHelpofAdsorptionCalorimetry,NeutronScatteringand

ModelAdsolbents

P.Llewellyn,N.Dufau,Y・Grillet,J.P.Coulomb,N.FIoquet,J.Rouquerol(France)

P-120MagneticPropertiesofOxygenConfinedinMolecularSieveCarbon

A.Tohdoh,R・Kobori,K.Kaneko(Japan)

P-122WaterinPOrousCarbon:SimulationStudy

J.K.Brennan,K､T.Thomson,K.E.Gubbins(USA)

P-149HeatofAdsorptionofMacromoleculesfromAqueousSolution:MeasurementsandMolecularSimulations

A・Sakoda,T.Suzuki,M・Suzuki(Japan)

P-169PSAfbrSolventRecoverywithHighSilicaZeolite;anExperimentalandaSimulationStudy

K・Chihara,T.Tsutsui,S・Hamashima(Japan)
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参加レポート

FOAに参加して
－学生の立場からの感想一

信州大学理学部石川貴洋

本学会では国内外を問わず「吸着」という研究テーマを共通にもつ研究者たちが災まI)、議論が行われた。多孔性物闘の合成法

およびキャラクタリゼーシヨン法、速度論的吸蒋プロセスの解明、また環境対策を念頭においたものなどに取I)組んだ成果につい

て盛んに意見交換がなされた。

私も自分の研究をポスター発表した。準備不足と極度の緊張からたどたどしいI_1調になってしまい情けない限りであったが、ポ

スターを見に来てくれた人からは意外にも好意的な意見をいただいた。学会に参加するときにはデータの再確認や諭旨の推敲作業

を経るので論文にするときの助けになるし、また問題となる個所をピックアップすることもでき、それを目標にして定期的に学会

を利用することで本来は研究を効率的に進められるはずである。しかし、｜到際学会の場で発表するときにはそれなりの完成度が求

められるため、今回国際学会での発表に臨むにあたっての姿勢がどうであったかを振り返ると、あまり誉められたものではなかっ

た。ポスターの形だけ何とかしようとして、実験結果を纏め上げるほうに時間を取れなかったので、内容が希薄になったことは否

定できない。たとえそれが相手に伝わらなかったとしても自分の中に恥ずかしさが付きまとっていたのは事実であった。参加だけ

してその場をやり過ごそうとすれば案外出来てしまうものである。それでも踏みとどまって何とかしようと思ったのは、・〃で自

ら'三l標を立てそれに向かって妥協せずに努力することでしか研究者として己の才．能にI善きをかけられないのではないかと思ったか

らである。そのためのハードルとしてFOAをはじめとする国際学会を利用するなら十分余りある見返りを期待できると考えている。

もともと私のように学生として国際学会で発表するのは異例であり、商額の参加澱も納めているわけであるのでその元を取れる

<"らいに得られるものがあるのかということも考えざるをえなかった。いま思うと、それはあの非常に国際色の強い環境ではなか

ったかと思う。英語に関して言えばlX|際学会に参加することが決まった当初からその必要性がわかっていたにもかかわらず、特に

何もせずに今回のFOAを迎えることになった。当然私の気持ちを袈切るように学会では随所にそれが求められる場面に出くわし、

かなり切ない思いをする羽目になってしまったが、その反面でコミュニケーションは「習うより慣れろ」ということも実感した。

学会初日の食事の席で、あるドイツ人と話す機会があったが、私が「わからない」というジェスチャーをすると、彼の方も表現を

変えたI)ジェスチャーを交えたりして、なんとか互いに意思の疎通を図ることができた。この一件を通じて外人と接することへの

気持ちの壁が幾らかなくなったことは大きな収穫であった。しかし私自身はこれに満足することなく英語で意思を伝えられるレベ

ルを目指して勉強していこうと思うし、それが時代の要請でもある。

私がこの執筆を引き受けたのは怠怖な生活に陥りやすかった自分を戒めるためでもあI)、目に触れる機会があれば同じ世代の学

生になるべく遠回りせずに国際舞台で活鍬するための教訓になればと思ったからである。まずは十年後に輝いている自分を目指し

て私は仕切りなおしである。

雌後に学会発表はもちろんですが、それ以外にも様々な場面で海外の方のマナーのよさなど学ぶべきところが沢lllありました。

会縦のスタッフの方々ならびに参加肴の特様にお礼申し上げます。

FOA7に参加して

京都大学大学院工学研究科山本拓司

今回幸いにも長崎にて催された7thlnternationalConferenceonFundamentalsofAdsorptionに参加する機会を僻た。これまでに

I1本吸蒲学会主催の吸着学会や吸粁シンポジウムには参加したことはあったが、本格的な国際会議は初めての経験であり、期待と

不安に心を膨らませながら現地に向かった。

腿崎は大学2年生の夏休みに一座旅行で訪れたことがあったが、5jjの股崎というのは風も涼しく、太陽もほどほどの照り力ll減

であI)、吸蒜という現象について深く縦論して考えるには本当にうってつけの気候である様に思われた。会場となったホテルは長

崎港を見下ろす山の中腹にあるルークブラザホテルであった。長崎は平地が少なく周囲の山々や丘陵が中心部に向かって落ち込ん

でいる。ホテルの敷地は斜面に半ば張り出しており、ホテルからは長崎のほぼ全漿を見渡すことが出来た。美しい艇崎の風景を見

ているだけで豊かな気持ちになれる、そういうすばらしい眺望であった。聯末の風雲児、坂本竜馬は亀lll社中から災崎の町を見下

ろしながら、日本や自分の事業（海援隊）の将来についてどんな夢を描いていたのだろうか。

さて、会期は6日間であり、ゆったりとしたスケジュールなのかと恩いきや、朝8時過ぎから開始され、夕食後もポスターセッ
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ションというハードなプログラムであった。私はダウンタウンのホテルに宿泊していたため、会場のホテルでの朝食に間に合わせ

るため起床は6時半であった。しかしながら吸着という一現象にここまで熱心な議論が為されるということに、鯖きと共に感動を

感じた。時間帯によっては2つの異なったセッションが同時に雌されており、自分の興味が深い方の分野に参加することが出来た。

発表・質疑応答ともに当然ながら英語であるが、開催地が日本であることとは全く関係無しに、11本人．外国人に関わらず英語で

の硫極的な討論が為されていたのは新鮮であった。今回私は残念ながら発表することは出来なかったのだが、自分がもし発表する

のであればと想像しながら傾聴するのは緊張感のあるものだった。少し知っている分野の話であれば発表や質問の内容をある程度

フォローすることが出来たが、自分の英語力ではとても聞き取れないようなスピードや量の質問が次々と為されているのを目の当

たりにすると、まだまだ英語の修練が必要であるなとつくづく感じた。ポスター発表は2日目と3日目であり、ここでは若手の研

究者や学生の発表が目立った。近づくだけで熱心に話し掛けてくれる発表者もいたし、少し話し掛けてみると丁寧に説明してくれ

る発表者も見られた。全体として感じたのはポスターが非常に美しく見易いということである。それだけに説明の仕方次第で、自

分の研究内容を短い時間で理解してもらうことが可能なんだなと似った。また、世界各国の発表者の方に同じ目線で語り合える、

綿って頂ける事は本当に新鮮な罫びであった。

4日目には、肥前の波佐見・有H.l伊万里方面への芸術的な陶磁器見学ツアーに参加させて頂いた。陶磁器について全く無知だ

った私も、窯業技術センターの職員の方々から熱心に説明して頂いたり、美しい展示物を見たりしているうちに興味が湧いてきた。

様々に工夫された形の肌や、それらを彩る美しい色は日本の豊かな味覚を支えるにふさわしい。是非一庇このような綺麗な食器に

朧られた料理を食してみたいものである。

今回FOA7に参加して、吸着という現象が世界中で基礎から応"1まで広く研究されている現実を目の当たりにし、また数多くの

先生方や企業の方々の貴重なお話を拝聴することが出来たのは非常に良い経験となった。

岐後にConferenceChairmanの金子先生を始め、日本吸着学会、IntemationalAdsorptionSocietyの皆様方に心より感謝申し上げ

たい。

Excursion:九州陶磁文化館
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Excursion:長崎県窯業技術センター

"若手の会”てんまつ記

千葉大学理学部大場友則

2001年5月20日から25日にかけ、長崎において''7thlnternationalConferenceonFundamentalsofAdsorption'|(FOA7)が国内外

から300名以上の参加者を集め開催された。今回は千葉大学の金子克美教授がChairpersonであったため、同教授の研究室生である

我々は、運営スタッフとしてこの学会に参加していた。

学会の日程が日一日と進むにつれ、単に出席・発表するだけの学会と比べ、より多くの研究者と関わる機会を得ることができた。

しかし、それと同時に若手研究者だけで交流を持つ機会の少なさを改めて痛感することとなった。

先生方はいろいろな交流があるのでお互い話をする機会も多く、縦横問わず知り合いが増えていくことと思う。しかし我々若手

研究者はお互い知り合う機会が圧倒的に少ない。今回の学会においても、他の学会で開催されている“若手の会”のようなものが

あれば、若手研究者同士で知り合いになれるのに．（そう、残念なことに今回の学会ではそのような会はなかったのだ)。

そうだ、今回自分は参加者としての立場だけではない、運営側の人間でもあるのだ。その立場を利ﾊ1して、スケジュール上“若

手の会”の予定がないのであれば、今から作ってしまえばいい！という考えが浮かんだ。

早速、若手研究者数人を巻き込み“若手の会”開催に向けてのl山i策を開始した。
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まずは場所だ。学会を開催しているホテルは（研究に集中させるため

かどうかはわからないが．．）市街地からやや離れたところにあり、周

りに飲食ができるようなところはなかった。かといって、市街地まで行

くとなると都合のつかない参加者が出てしまう。結局ホテルでやるしか

ないだろうと決まった。次に日時だ。これは学会のスケジュールからし

て、選択の余地なく23日に決まった。妓後はお金の問題だ。参加饗を尚

<すると人が来なくなってしまう。逆に安くすると“若手の会”そのも

のの開催が危うくなる。考えても良い解決策がなかなか出そうになかっ

たので、この点は“若手の会”｜淵催のII式なr承を得てから考えること

にした。

すぐに、金子教授に若手の会を開きたいという意思とその意図を伝え

る。教授は快くOKを<ださり、FOA7'1砿ﾙjから金銭面やその他のこと

においても全面的に支援いただけることとなった。そして、この“若手

の会”を℃ommunicationofYoungReseal･che1･sI!として公式に|淵催でき

ることとなった。なんと、これは|＃l催前I:Iのことであった。

｜IM催決定の喜びも束の間、薪手の会を開くまでの迷走が始まった。も

ともと、本業である学会運営の仕聯で走り回っていたのに加え、若手の

会の準備も考えなければならなくなった。我々FOA7運営スタッフ以外

の参加者にも、ホテル側との飲食物の交渉、会場の設営（会場はスタッ

フの休憩室を使うことになった）など、多くの方の助けを借りながら、

一
一

一
一琴

躍

農壷

巴

フの休憩室を使うことになった）など、多くの方の助けを借りながら、東奔西走その準備は進んでいった。ここに“若手の会'.準

備段階の迷走ぶりを如実に表す例を挙げてみよう・･FOA7参加者の何人かから「若手の会に出たいのですけど…｣、という問い

合わせをもらった。それに対し、運営スタッフ向身が「私はよくわかりません」とか、「えっ、そんなのやるのですか？」という

返答をしていたのだ。確かに掲示板に張り出しただけで、全体に広く詳細を杵力IIしていなかったが・・・ ◎

そんな怒涛のような準備期間を総て、いよいよ開催の運びとなった。篠を開けてみると、当初の予定よりも多い30人ほどの若手

研究者が集まった。そのうち約10人が海外の若手研究者だった。

そして我らが“若手の会”は、蒋手研究巻間の交流親睦を図るという開催'1約のとおり、参加者同士が硫械的に話し合い、交

流を深めることができた。研究分野の垣根を越え、互いに研究の話をし、それぞれの考え方などを熱く？議論できたと僧じている。

わずか2時間の開催ではあったが、皆が席を移動しながら様々な研究者と綴すことができ、有意義かつ盛況のうちに会は終わった

ここに、後日“若手の会”参加者が送ってくれた会の感想（ごく一部）を紹介したいと思う。

『Iwouldliketothankfbrtheeveningthatyouorganizedduringthe''FundamentalsofAdsorption''conferenceinNagasaki.After

anafternoonvisitingvariousceramicsites,theeveningwithsomeoftheyoungerJapanesescientificcommunitywasanexcellent

idea.Althoughthereweremostlyyoungpeople,afewofourmoreexpel･iencedcolleaguescametovisitltwasinterestingto

comparediffel･entworkstylesandshareourculturesbetweenbothwitl1theJapanese,aswellaswiththeotherstudentsfrom

Korea,Scotland,Germany,Portugal,MexicoandtheUnitedStates.Iamsurethatweleamtalotfromeachother.Wespentallweek

tryingdifferentJapanesedishes,especiallythedifferenttypesoffish,butattheeveningwealsogottosamplevariousdrinks-the

glasSof''superchuhi''willalwaysberememberedIItwasawonderfuleveningwithexcellenthosts-thankyouonceagaill..lbyDr.

PhilipLlewellyn(CTMduCNRS)

『今回初めて吸着学会及び若手の会に出席きせていただきました。学生さんがi鷺催する若手の会と聞いて、私は贈手でいいのだ

ろうかと心配になりましたが、自称芯手でも良いという返事にほっとしつつ、楽しい会になりそうな予感がしました。普段、これ

だけ多様な国の方々と膝を寄せて、ざっくばらんに話す機会はそうはなく、この機会に貧弱な英会話能力を雄大限に駆使し、研究

のこぼれ話からお国の文化話まで楽しく話ができて良い経験になりました。スタッフをされていた学生さん達と話をし、自主性を

もった学生さん達だなと感じていたのですが、この会の途中でちょっと顔をだしに来られた先生の心遣いに納得させられるものが

ありました。今後、さらに若手の交流の場が堀える霧を期待しています。雌後に、忙しい中準備を進めて頂いた方々にお礼を申し

上げます｡jby手束聡子（産業技術総合研究所）

このように、FOA学会史上初であろう、そして私にとっても初開催となる膨乎の会が、強攻スケジュールの中、雌‘I”に実行す

ることができたのも、忙しい川!、私の"!:手交流の場を設けたいというワガママな災求に、快く全面的に協力して|､,さった金子教授

をはじめとするFOAスタッフの方々のおかげである。

この場を借りて深く感謝申し上げたい。
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スタッフとして参加して

長崎大学工学部寺岡研究室

今回のFOA7に長崎大学の修士学生5名にアルバイトとしてのお手伝いをお願いしました。5名のうち4名はこれまで国際会議

にも参加したことがなく、また英語も全く話せないとのことでしたので少々心配していましたが、全くの危‘|具に終わってしまいま

した。「かわいい子には旅をさせよ」や「ライオンの親」ではないですが、ある程度の基礎力があれば十分に対応できることを痛

感しました。今回はじめて国際会議に参加した学生3名にそれぞれ感じたことを書いてもらいました（寺岡)。

今回のFOA7のスタッフとして拙わってきて、非常に良い経験になりました。国際的な会議であるため英語で応対しなければい

けなかったのですが、私は、英語を話せるというわけではなく、ましてこのような会議の運営に参加したのも初めてでした。この

会談に参加して、生きた英語を体験できたことで、学校における授業でしか接した事のない言語にさらなる興味や関心を得る事が

できました。また、会議を催すにあたり、様々な人とのかかわり、助け合いなどで作られている事を肌で感じることができました。

今回は、私は、スタッフとして与えられた仕事をこなすので精一杯でした。しかし、運営を進めていく難しさは感じ取ることはで

きました。このような会議を催すのは、ひとつの物を作るような達成感があると思います。私たちの研究でも同じように、様々な

人の助けによって研究を進めていき、達成感などを得る事ができると思っています。また、今回は、この会議の力になれたとは思

えませんが、私には、多くの経験、目標などを与えてくれました。これから、少しでも国際的な環境にかかわっていきたいと思い

ましたし、また、今回の経験をどこかで生かせる邪ができればよいと思います(Ml常行俊克)。

FOA7のアシスタントとして参加して、自分の英語力が落ちてしまっていることと今後英語は本当に必要だと痛感しました。ア

シスタントの仕事としては、会場係、論文受付係、レジストレーシヨン係等あったのですが、自分は主に論文受付係をしました。

自分は前から英語の聞き取りが苦手なので、初日はあらゆる国の人が英語で話しかけてきて、何をいっているかわからないし、受

け答えに困り混乱しました。そして受付にきた方にも迷惑をかけてしまったと思います。次の日から段々受け答えのコツや礼儀な

どがわかってきて、ある程度は文法無視の単語の羅列だけで何とか受け答えができるようになりました。暇な時間を見計らって、

会場を見学したのですが、ほとんどの参加者は外国人ですが、中には原稿を読みながら話している日本人、英語の発表を初めてす

る日本人もいましたが、外国人と同じように流暢に英語で話している日本人を見て、自分もあのように話してみたいと思いました。

そして、自分もいつか英語圏の国に何年かいって、英語の勉強を含めて海外で仕事をしてみたいと思いました(Ml本部靖)。

今回FOA7に参加させて頂き、様々なことを経験することが出来ました。この国際学会は、私にとって日本に居ながら“小きな

外国”の様でした。まず、英会話力の必要性を瓶感しました。FOA7では英語は必須で、意志疎通ができずにとてももどかしい気

持ちになることが多くありました。しかし、BodyLanguageと片言の英語で理解してくださることもあり、相手に伝わった時には

非常に感動しました。これから先、国際社会で少しでも多くの人々に自分の意見が言えるようにさらに英会話を身に付けたいと思

います。また、スタッフの方々をはじめ、多くの人と出会うことが出来ました。一番印象的だったことは、中国人の先生と食事を

したことです。英語を話すことが出来ない私達のことを気過って<ださり、紙とペンをとり出してコミュニケーションをとること

が出来ました。さらに、お酒を交わすことで盛り上がり、とても楽しい時間を過ごしました。自分達がスタッフとして参加させて

頂き、学会運営の大変さを感じました。普段は学会に行って参加するだけですが、裏方の仕邪は大変であることが分かりました

(Ml立川裕美)。

関連学会のお知らせ

第22回炭素材料基礎講習会

主催：炭素材料学会

協賛：日本吸着学会他

開催日:2001年10月24日（水)10:00-16:30

場所：北浜ビジネス会館大阪市中央区北浜2-l-17

プログラム:10:"-ll:00X線粉末回折法による炭素材料の結晶構造解析

ll:"-12:"NMRの基礎とFT-IR、ラマン、XPS測定

13:10-14:10活性炭の基礎と応用一遜気二亜層キャパシターヘの展開一

14:15-15:15炭素材料評価のためのSEM利用法

15:30-16:30カーボンナノチューブの物性と応用
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参加賀：炭紫材料学会正会員16,OOOII]賛助会員21,0()01リ学ﾉ|25,000円協賛学協会員27,OOO円非会員37,OOOIII

（消澱税およびテキスト代含む）

問合わせ先：〒ll3-0033東京都文京区本郷4-1-4コスモス本郷ビル

Tel:03-3815-8514Fax:03-3815-8529

誹細はホームページ(http://www.digital-contents・com/ca/tanso.html)をご覧ください。

2001年度材料技術研究協会討論会

主催：材料技術研究協会

協賛:Ij本吸蒲学会他

開催日:2001年11月15H(木)-11月17u(1:)

場所：東京理科大学・野田キャンパス・特別セミナーハウス（〒278-8510干葉県野田市山崎2641)

プログラム：総合講演

1.界面活性剤無添加系のエマルシヨン文部科学省加茂111忠,il

2．高圧環境下における有機・商分jg･の合成産総研田口洋一

レクチャーシップ賞受賞講演

1.EdwardS.Ruff(FluorHanfOrdCompany,USA)

.@FastenersandSealsfOrSpentNuclearFuelDly-StorageVessel"

2.ProfPaschalisAlexandridis(Univ.atBuffalo-TlleStateUniv.ofNewYork)

.･SelfAssemblyRoutetoNanostructuredFluids,Gels,andSurface3

特別セッション：「医用材料・医用技術の新展開」

l.医用材料の表面処理技術検浜桐蔭大川島徳道

2．唯体内フリーラジカルの制御を'三l指した人1:酵紫都立大院工川l:浩良

一抗酸化機能、抗猫機能を持つ金脇ポルフイリンー

3．医療用膜材料開発の現状と将来産総研金森敏幸

4．熱可逆ハイドロケル（メビオールジェル）の|彊撫への応川早大理l蕊研（メピオール(株)）森有・

論文賞受賞講演

学生論文賞受賞講演

一般講演

企業技術相談コーナー（無料）

参加費：協会典予約7,000円当日8,000円協徒学会ll-】＄約8,"01リ当日9,000円

予約締切:10月31日（水）

振込先：第一勧業銀行御徒町支店普通ldl9996「材料技術研究協会」

郵便振枠00170-5-365236「材料技術研究協会」

問合わせ先：〒103-0024束京都中央区日本橋小舟町3-4第一ナカビル

材料技術研究協会討論会事務局園田

Tel:03-5695-0515Fax:03-5695-0516E-mail:cec46740@hkg・odn.nejp

http://wwwsoc.nii.acjp/jirimt/

第12回キャタリシススクール

主催：触媒学会関東地区事業委員会

共催：(株)大倉理研、（株)島津製作所、日製産業(株)、日本地子(株)、日本分光(株)、ユアサアオイニクス(株)、（株)リガク(予定）

協賀：日本吸務学会他

期日:llﾉl26日（月)-30日（金）

教室：スクーリングは早稲田大学理工学部

参加賀：80,000円（主催/協賛学会員)、100,000円（・股）
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時間割：11月26日（月）

・触媒反応とは何か（東工大・岩本先生）

・吸着と反応速度（神奈川大・内藤先生）

重合触媒（東工大・塩野先生）

・計算化学（東北大・宗像先生）および実習（菱化システム）

11月27日（火）

・触媒調製①（埼玉大・三浦先生）

・触媒調製②（早稲田大・松方先生）

・キャラクタリゼーション：緋造（東ﾉ<・紫藤先生）

、キャラクタリゼーション：酸塩基触媒（ｲ馬州大・馬場先生）

・キャラクタリゼーション：担持金屈触媒（東北大・白井先生）

11月28日（水）

キヤラクタリゼーシヨン実習

11月29日（木）

・触媒研究1日体験

11月30日（金）

・工業触媒（千代田化工・岡1I1先生）

・触媒反応工学（工学院大・五十嵐先生）

・触媒劣化(NECC室井先生）

・髄気化学触媒（東工大･lll!|!先生）

・環境触媒（産総研・小渕先ﾉ|き）

申込先：〒169-8555東京都新宿区大久保3-4-l

早稲田大学理工学部応用化学科・松方正彦

Tel/Fax:03-5286-3850E-mail:mmatsu@mn.waseda.acjp
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